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　このことをあえて取り上げるのは，今や本会の会員の約1�3
がシニア層だからです．このൺ཰からいって，この層だけを対
৅にܦඅのかかる事業を展開することは難しいでしΐう．この
層の方々には退会することなく，本会の会員であることをָし
んでいただき，また，本会で活༂の場を見出していただくこと
が，ࡒ੓面からもٻめられているのです．そこで，シニア層の
ຬ଍度をいかに上げるかを୳るため，この層の皆さんを対৅に，
どんな事業をر望し，また，どんなことで活༂していただける
か，まͣアンケート調査を始めたところです．これについてア
イσアをお࣋ちなら，年ྸ層かにかかわらͣ，ぜひお知らせく
ださい．࿝人支഑にならないようཹ意しつつシニア層のຬ଍度
を上げる΂く，施ࡦをߟえてΏきたいと思います．
　会員਺の長期ݮ少下での活ྗҡ࣋のために，地質学ࢽࡶの活
༻はどうでしΐう．人がݮるとともに，知識が失われることは
ඞ定です．「だれだれが退৬して，なになにができる人がډな
くなってしまった」という話を最近ࣖにします．現在は少なか
ら͵人々が共有していて，たいして価஋がないと思われている
知識や技術であっても，『Ԑの惑星』にでてくる人ྨ同様，な
くしかねない思います．たとえば2060年に，定方位のബยを࡞
って定ྔ的な観察することが，本会の会員にできるでしΐうか．
応༻地質であれ地学の中等教ҭであれ，本会がカバーするどの
サブ分໺でも，失われる知識や技術はいろいろあるでしΐう．
ちΐっとしたこと，と今は思われるものでも，そのtipsを和จ
で࢒しておくことが，地質学քの活ྗҡ࣋のॿけになるように
思います．そうしたことを，ઐ໳部会でا画されてはいかがで
しΐう．
　はなしは変わりますが，ここで研究ෆਖ਼について一ݴ．ओ体
的に研究ෆਖ਼を൜さないことは当然ですが，ෆਖ਼事案にרき込
まれることにも஫意しなければなりません．たとえば，共ஶ者
としてרき込まれないとはݶりません．それを๷ぐためには，
҆易にஶ者に名を࿈ねる΂きでないでしΐう．名を࿈ねようと
するなら，共ஶ者の資֨や義務をよく理解す΂きです．場合に
よっては，共ஶ者になるよう要੥されたとしても，ँࣙで名前
にݴ及するにとどめるようओஶ者に要੥することが，選୒ࢶに
なり得ましΐう．
　ෆਖ਼๷ࢭのための教ҭは，े年ほど前から大学ではඞਢとな
っています．ࢦಋ教員は֤学生に研究ެਖ਼教ҭを定期的に行う
ようٻめられていて，それをଵれば，今やそれだけでハラスメ
ントとみなされます．े年以上前にا業にब৬，または，初等
中等教ҭの教৬にबかれた皆さんが࿦จをࣥචしたり共ஶ者に
名を࿈ねたりするときには，オーサーシップに関する最近のن
੍などを調΂ていただくことが，ごࣗ਎や所属する૊織の名༪
をまもるためにඞ要になっております．
　最後になりましたが，本年が皆様にとって良い年となります
よう，৺からおفり申し上げます．

 2025年1月1日
一般社団法人日本地質学会

会長　山࿏　ರ

　あけましておめでとうご͟います．初ເ，というか，ಠ૑性
についてເのようなはなしを最初に．
　いろいろಠ૑的といわれる研究がありますが，知の根本問୊
はݹ代から変わらないのではないでしΐうか．すなわち，その
第一は，このੈのݯىと࢓૊みで，地球࢙やローカルな地࢙は
前者に含まれます．また，火山活動やテクトニクスのメカニズ
ムの研究は後者に含まれます．ྺ ࢙物ޠとしての知識の集積や，
事৅がどのようにىܧするかというݧܦଇの೺Ѳをこえて，地
࢙を理

・

解
・

するために後者はෆ可欠です．ྺ࢙とメカニズムの解
明が྆ྠとなって地質学は進んでΏくのです．多くの地質学者
がその྆方にݙߩしてきましたし，今後もݙߩが積み重ねられ
てΏくでしΐう．皆さんの成果もそれに含まれます．
　あえてݹ代から，というのは，たとえば宇宙のݯىです．੢
ローマఇ国の末期，੢ྐྵ400年前後を生きたアウグスティψス
というキリスト教の教父は，「ఱ地૑造のまえ，神は何をして
いたʁ」というҟ教徒からのᎏ᎐にたいして，時ؒもまた૑造
されたのだと答えたそうです．こうした応答は，明らかに20ੈ
の科学ֵ໋で，答えلしてます．17ੈڹ࢒以後の宇宙࿦にもل
方や答えるための社会的࢓૊みがそれ以前にくら΂て大きく変
わりましたが，νャレンジす΂き真に根本的な問୊はݹ代から
変わっていないのではないか．
　そうした問୊の第ೋは，ࣗ༝意ࢤのݯىです．すなわち，わ
れわれの行動がすっかり運໋にからめとられているのか，そう
でなければ，そのࣗ༝は何に༝来するのかです．アウグスティ
ψスは，ࣗ༝意ࢤはળѱに関して非対শであるといいます．つ
まり，われわれはѱをなすࣗ༝を;んだんに与えられているが，
ળをなすࣗ༝を࣋たないと．ただ神のԸ஼によってのみ，人の
おこないはળとされると．このようにࣗ༝意ࢤ࿦は長くෳࡶな
ྺ࢙をもち，また，われわれが社会をどうつくってΏくかにも
かかわる根本問୊なのです．成功しているか൱かはおくとして，
物理学者はこの問୊にも果׶にνャレンジしています．たとえ
えば，ロジャー・ϖンローズはࣗ༝意ࢤのݯىを，神ࡉܦ๔内
の特定׭ثにおける，ྔ 子的Ώらぎで説明できるとߟえました．
では，このνャレンジをした地質学者はおられたでしΐうか．
をすݙߩ਎は何も思いつきませんが，これについて重要なࣗࢲ
ることは，千年に一度の，地質学からの真にಠ૑的なݙߩにな
るのだと思います．
　さて，今年はত和100年．多事多難な時代が࠶びめぐってき
そうな気഑です．多くの学協会同様，本会にとって，会員਺の
，るのだからݮ少は大きな中・長期の問୊です．人口が何割もݮ
わが国が地下資ݯの༌出大国にでもならないݶり，会員਺の長
期ݮ少はෆ可ආでしΐう．グラフの܏きをいかに؇やかにする
か，また，ݮ少状況下で活ྗをいかにอつかについて，知ܙを
しぼらねばなりません．
　本会では学生会අを新ઃしたり，年会時にอҭ施ઃར༻අを
ิॿしたり，地質技術者としてのキャリアパスを学生層に知ら
せたり，といった施ࡦをすすめてきました．新入会員の֫得に
౒めることはもちろん，若खや中堅層へのそうしたख当てはさ
らに৳ばしてΏく΂きものとߟえますが，シニア層に対する施
．となると，ほぼख付かͣでしたࡦ

年頭の挨拶

地質学における大ړを願って．室津ߓにて．
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　日本地質学会は，۽本市中ԝ区の۽本大学ࠇ൅キャンパ
スにおいて，第132年学術大会（2025年۽本大会）を9月14
日（日）から16日（火）に開催します．また，巡検（見学
ཱྀ行）を12日（ۚ）～13日（౔）と17日（水）～18日（木）
に催行します．
本大学での開催は1992年以来33年Ϳりになります．33۽　
年前に開催されたࡍには，ࢲは一講演者として参加しまし
たが，当時の۽本大学の地学関係の皆さんがਫ਼ྗ的に動き，
とても活気Ҳれる大会であったことを記Աしております．
その後，۽本大学は2016年の۽本地਒，2020年からのίロ
ナՒをݧܦしましたが，ようやくかつてのように೐やかで
活発な学究活動を展開できるようになりました．
　現在，۽本大学の地質学会関係者は少ないため，今回の
大会ではなる΂く無理のない実施内容にするようにしてお
ります．そのため，トピックηッションのॆ実など，޿く
会員の皆様にご協ྗをお願いする次第です．L0Cとしまし
てはできるݶりのことを行い，参加者の皆様がຬ଍のいく
ॆ実した大会にしたいとߟえております．また巡検は，
L0C以֎の方々にもご協ྗいただき9ίースを準උしてお
ります．層序，化石，変成岩，深成岩，火山，਒ࡂҨ構，
博物ؗ，ジオパークといったいろいろັྗ的な巡検ίース
を提ڙできるものと思います．また۽本城近くの۽本城ホ
ールでは，ྫ年௨りに地質情報展が開催されます．同ホー
ルでは，近年，۽本をはじめ周辺地域で新たに発見されて
いるཽڪにয点をあて，子ڙから大人までָしめる市ຽ講
演会もا画しております．
　॓ധ施ઃはある程度の਺はありますが，学術大会は࿈休
にかかりますし，海֎からのཱྀ行者の方々や半ಋ体関࿈ا
業の۽本進出に൐う出ு者の૿加などで，॓が取りにくい
場合もご͟います．ある程度早めに॓の予約をされると良
いかと思います．
　会場となる۽本大学ࠇ൅キャンパスは，۽本市֗中৺部
の௨町ےから北東約2.5kmに位ஔしており，徒歩では35分
程度でணきます．ࠇ൅キャンパスはچ第ߴޒ等中学ߍ（北
キャンパス）と۽چ本ߴ等޻業学ߍ（南キャンパス）のෑ
地からなり，ओな会場となる北キャンパスには，྘๛かな
構内に国ࢦ定重要จ化ࡒ「ߴޒ記೦ؗ」・「化学実ݧ場」や
かつて教ฬをࣥったՆ目ᕸ石とラフカσィオ・ハーン（小
ઘീӢ）のൾやಔ૾がご͟います．会場はਖ਼໳（国ࢦ定重

要จ化ࡒ「੺໳」）を入って，これらのྺ࢙的จ化ࡒの中を
300mほど入ったところになります．また表জ式会場である
学部ඦ周年記೦ؗのある南キャンパスにも，レンガ造り޻
の国ࢦ定重要จ化ࡒ「޻学部研究資料ؗ（ػց実޻ݧ場）」
やొ࿥有形จ化ࡒ「本部（۽چ本ߴ等޻業学ߍ本ؗ）」があ
ります．さらに྆キャンパスは「ࠇ൅町Ҩ੻」として知ら
れ，ೄจ時代早期から奈良ŋ平҆時代の౔ثなどが出౔して
います．会期中の合ؒを๓って構内をࡦࢄされるのもおק
めです．
本駅（25分，運௞350۽，൅キャンパスへはࠇ本大学۽　
ԁ），ࡩ町バスターミナル（15分，運௞250ԁ）ならびに௨
町ے（10分，運௞220ԁ）から，۽本大学前にఀまる࿏線バ
スが1時ؒに4～8ศ程度運行されています．॓ധ施ઃはࡩ町
バスターミナルから௨町ےまでの中৺঎業地区に多਺あり，
．Ԃ周辺にもご͟いますެࣉ本駅や水前۽
本は，ྺ࢙と現代が۽本城を中৺に発展を਱げてきた۽　
༥合した֗になります．また東にはѨોの山々が，੢には
有明海からఱ૲諸島が޿がり，๛かなࣗ然と海の޾・山の
能していただת本を۽，まれています．大会と共にܙに޾
ければと思います．
　大会実行委員会一同，多くの皆様のご参加を৺からお待
ちしております．

2025年1月
日本地質学会第132年学術大会（۽本大会）

実行委員会 委員長　দ田博و

写真提۽：ڙ本城総合事務所

೔ຊ地ֶ࣭会第1�2年ֶज़େ会ʢ2025۽ຊେ会ʣ
தԝ۠ʣにͯࢢຊ۽൅Ωϟンύスʢࠇຊେֶ۽
2025年�݄1�೔ʢ೔ʣʙ�݄1�೔ʢՐʣに開催

ຊେ会χϡース۽2025
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　2022年の東京・早稲田大会から，セッションを「トピッ
クセッション」，「ジェネラルセッション」，「アウトリーチ
セッション」の3カテゴリに変更され，従来のレギュラーセ
ッションは発展的に解消されました．熊本大会でも，上記
３つのセッションで構成いたします．セッション区分の改
訂から3年が経ち，多くの方が新たなセッション区分に慣れ
てきたと思います．各セッションに対する新鮮さを持続さ
せるためにも，各トピックセッションを企画していただく
方々には，各分野・トピックの国内外での動向や進展，今
後の展望などもご考慮の上，積極的に提案していただき，
学術大会をより盛り上げていただきたいと思います．

トϐοΫηογョϯ（5PQJDBM�4FTTJPO）
　会員提案型セッションです．提案者（＝世話人）は最大3
名とし，研究キャリアや所属階層，ジェンダー，国籍など
のダイバーシティを意識した提案者構成を強く勧めます．
セッション提案書には，専門部会・委員会・支部・LOC等
の提案母体の有無，他学会等の共催希望の有無（有の場合
はその理由），招待講演案，過去開催実績，想定発表（演
題）数，特集号計画の有無などを示していただきます．提
案されたセッションは執行理事会学術研究部会を中心とす
る選考員によってレビューされ，提案内容や過去実績など
を参考に選考されます．選考では地質学雑誌またはIsland 
Arc誌への特集号計画の有無も重視されます．類似するセ
ッションが複数提案された場合は，学術研究部会がセッシ
ョン統合を勧める可能性があります（その場合，招待講演

　第132年（2025年）学術大会を本年9月14日（日）～16日
（火）に熊本大学で開催する予定です．前述の記事（【重要】
学術大会セッションの変更について）でもお伝えしたよう
に，2022年大会からセッションは「トピックセッション
（会員提案型）」，「ジェネラルセッション」，「アウトリーチ
セッション」の3カテゴリになりました．ここではトピック
セッション提案を下記の要領で募集します．

̍ɽτϐοΫηογϣン֓ཁ
　広く地質学に関係し，これから新分野になる可能性を秘
めたセッション，多くの注目を集めると期待できるセッシ
ョン，伝統的だが多くの会員に関係するセッションの提案
を募集します．魅力あるセッションを積極的にご提案くだ

は残りますが世話人は3名に調整していただきます）．なお，
口頭発表の演題登録数が5件に達しなかったセッションは後
述のジェネラルセッションに統合します（その場合でも招
待講演は残ります）．従来のレギュラーセッションで実施さ
れていたような伝統的・一般的な分野区分・名称（層序学，
地域地質，構造地質など）での提案も歓迎しますが，提案
書には各分野における近年の研究の動向や注目すべき進展
などを記述いただければと思います．

δΣωϥϧηογョϯ（(FOFSBM�4FTTJPO）
　従来のレギュラーセッションの枠組みを発展的に解消し，
新たに一つのジェネラルセッションを設定します．本セッ
ションはどのトピックセッションにも適合しない研究や多
くの分野（disciplines）にまたがる研究などの発表の場に
なります．トピックセッションが上位，ジェネラルセッシ
ョンが下位という関係ではありませんのでご注意ください．
本セッションへの演題登録者には，関連する分野（例えば
○○地質，△△地質など，専門部会名に類する分野を10程
度想定）を3つ程度選んでいただき，関連性の順位を記入し
ていただく予定です（任意）．行事委員会がその順位を考慮
して演題をグルーピングし，最大10程度のサブセッション
にまとめて配列する予定です．本セッションの世話人は行
事委員を基本としますが，口頭発表の演題登録数が5件に達
しなかった（そのためジェネラルセッションに統合された）
トピックセッションの提案者も世話人になっていただくこ
とがあります．

さい．形式は口頭発表およびポスター発表とし，口頭発表
は15分間で進行も15分刻みです．セッション世話人は最大3
名とし，研究キャリアや所属階層，ジェンダー，国籍など
のダイバーシティを意識した世話人構成を強く勧めます．
締切後，執行理事会学術研究部会が中心になって提案内容
を慎重に検討の上，選考します．なお，選考では地質学雑
誌またはIsland Arc誌での特集号計画の有無も重視されま
す．

̎ɽট଴ߨԋ
1）招待講演は１セッションにつき最大2名とし，会員・非
会員を問いません．世話人が「自分を招待する」ことは
認めません．

ʲॏཁʳֶज़େ会ηογョϯʹ͍ͭͯ
日本地質学会行事委員長

ࢻྱౢߴ

トϐοΫηογョϯఏҊืू　締切：2025年3月21日（金）
日本地質学会行事委員会
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2）発表時間（質疑応答を含む）は世話人が15分または30分
のいずれかを選択できます．なお，１人の発表者（招待
講演者を含む）が１つのセッションで口頭発表できるの
は１件です．

3）招待講演者の選定理由（「業績が多い」という理由だけ
でなく，招待講演者の研究内容がセッション趣旨とどの
ように関係するのか等の記載もお願いします）とその裏
付けとなる情報（セッションテーマに関連した代表的な
論文・著書等）が必要です．

4）非会員の招待講演者は大会参加登録費，発表負担金とも
無料です．会員の場合は大会参加登録費がかかります
が，招待講演は発表負担金の対象にはなりません．な
お，大会参加登録費と発表負担金は改定が検討されてお
り，詳細については大会予告記事（ニュース誌4月号予
定）でお知らせします．

̏ɽఏҊํ๏
　提案する会員は，専用webフォーム（上記QRコードもし
くは，https://forms.gle/5upA21HW8HTTtid8A）からお
申し込みいただくか，次の項目の内容を日本地質学会行事
委員会宛（main@geosociety.jp）にe-mailでお送りくださ
い．
1）代表世話人（＝連絡責任者，会員に限る）の氏名（和・
英），所属（和・英），メールアドレス，緊急時の電話番
号

2）セッションタイトル（和・英）
3）共同世話人（最大2名）の氏名（和・英），所属（和・
英），メールアドレス

4）趣旨・概要（400～600字程度）提案する分野・テーマに
関する国内外における研究の動向と進展，学術的あるい
は産業，社会的な重要性，今後の展望など．

5）過去のセッション開催有無，有の場合は直近大会時の口
頭発表数

6）招待講演の有無
有の場合
6-1）招待講演者の氏名（和・英），所属（和・英），会

員/非会員の別
6-2）招待講演の発表希望時間（15分または30分）
6-3）招待講演者の選定理由（100～200字）
6-4）選定理由の裏付けとなる，セッションテーマに関

連した代表的な論文・著書等
7）専門部会・委員会・支部・大会実行委員会（LOC）等
の提案母体の有無（事前に母体の承諾を得てください）

8）他学協会等との共催希望の有無，有の場合は名称と共催
希望理由（事前に共催承諾を得てください） ※共催学協
会会員は地質学会会員と同じ参加登録費で大会に参加で
きます．ただし当該セッションでのみ発表可．

9）想定される，または直接呼びかける予定の口頭発表の数
10）地質学雑誌またはIsland Arc誌への特集号計画の有無
（特集号計画を強く勧めます）

11）ダイバーシティ認定ロゴ（EDI）付与希望の有無　→
詳しくは，「学術大会におけるダイバーシティ認定ロゴ
導 入 の 取 り 組 み 」http://geosociety.jp/engineer/
content0063.html）

12）その他（英語使用等）

̐ɽ࠾୒લޙの஫ҙ఺
　類似するセッションが複数提案された場合は，執行理事
会学術研究部会がセッション統合を勧めることがあります．
その場合，招待講演は残りますが世話人は3名に調整してい
ただきます．採択されたトピックセッションはニュース誌4
月号または5月号（4月末または5月末発行予定）で公表し，
発表募集を行います．演題登録（発表申込と要旨投稿）締
切は7月上旬を予定しています．なお，口頭発表の演題登録
数が5件に達しなかったセッションはジェネラルセッション
に統合し（その場合，招待講演もジェネラルセッションに
なります），代表世話人にはジェネラルセッションの世話人
の一人になっていただくことがあります．

̑ɽੈ࿩ਓがۀ࡞͏ߦʢ�݄初०ʙ中०ʣ
　代表世話人には，講演要旨校閲や講演順番決定などの作
業を7月初旬までに行っていただきます（詳細は採択後にお
知らせします）．その期間，代表世話人は電子メールで添付
ファイルを送受信できるようにして下さい．野外調査や乗
船等で通信が制限される場合は，共同世話人（代理）にあ
らかじめ作業を依頼し，その旨を行事委員会に必ず報告し
てください．

　ご不明の点があれば行事委員会（main@geosociety.jp）
までお気軽にお問い合わせください．

େ会·Ͱのスέδϡーϧʢ༧ఆʣ

3月21日（金）：トピックセッション提案募集締切
5月末（ニュース誌5月号）：大会予告記事（演題登録・講演要旨受付開始）
7月10日（木）：演୊ొ࿥ɾ講演ཁࢫ受付締切ʗϥϯνョϯɾ໷間খू会ਃࠐ締切
8月頭：大会プログラム公開（予定）
8月12日（火）：巡検参加申込締切
9月1日（月）：大会参加登録締切
9月14日（日）～16日（火）学術大会
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本会以֎の学会およ
び研究会・委員会か
らのご案内を掲載し
ます．

͝Ҋ಺

会γンϙδ΢Ϝٞڠ​%1$ܥઃݐ
ʢϋΠϒϦουࣜܗʣ－ܧଓֶश
ͱしͯの$1%​ϓϩάϥϜの׆༻

ͱ࣮ྫࢪ－

ઃ系学協会が実ݐ，ઃ系CPD 協議会ではݐ
施するCPD プログラムの活༻状況を޿く知
ってもらうために，シンポジウムを開催して
おります．ίロナՒにより前回2021年から4
年がܦ過しましたが，このたび，4年Ϳりに
シンポジウムを開催し，その活動を理解して
いただく場としたいと思います．シンポジウ
ムは，対面とWE#のハイブリッド形式で開
催し，多くの方に参加していただきたいとߟ
えております．関係֤位におかれましては，
お誘いのうえ，;るってご参加くださいます
ようお願いいたします．
ओ催：ݐઃ系CPD協議会（構成19団体）
日時：2025年2月17日（月）14：00ʙ17：00
場所：ެӹ社団法人 日本ίンクリート޻学
会第4，第5会議室（東京都千代田区߿町）
オンライン഑৴方式：;00Mを使༻したラ
イブ഑৴も行います
募集人員：対面参加30名，WE#参加100名
参加අ：1
000ԁ（੫込）˞ただしݐઃ系
CPD協議会関係者（ݐઃ系CPD協議会運営
委員会委員ならびにઐ໳部会委員および事務
局）は無料
ਃࠐ締切：2025年2月12日（水）12：00
申込方法：下記からWE# にてお願いいたし
ます．
https:��GoSms.gle�2,5/nCa7YzV,2P5C8
問合せ先：ݐઃ系CPD 協議会事務局cpE@
b-p.co.jp
プログラム，参加අの入ۚ等，行事詳ࡉは，
下記を参রしてください．
https:��b-p.co.jp�cpE�1218.pEG

2025​/&"​*%,.γンϙδ΢Ϝ

2025年10月7日（火）から9日（木）の3日ؒ，
「2025 4ymposiVm on *nGoSmation
 Data anE 
,noXleEge Management 	*D,M
 GoS 
RaEioactiWe Waste anE (eological Disposal」が
日本のԣ浜市（パシフィίԣ浜）にて開催さ
れます．10日（ۚ）には福島第一原子ྗ発電
所，東京電ྗഇ࿍資料ؗへのサイトπアーも
予定しています．2025 /EA *D,M 4ymposiVm

は，์ࣹ性ഇغ物؅理に関する情報・σータ
及び知識マωジメント（*D,M）について，
国ࡍ的なίンηンサスを形成する場の提ڙ，
技術系と非技術系の分໺をӽえたแׅ的なビ
ジョンの共有，新たに国ࡍ協ྗが可能なྖ域
を見出すことを目的としています．
ओ催：ࡁܦ協ྗ開発ػ構�原子ྗػ関（0ECD�
/EA）（ホストػ関：原子ྗ発電ڥ؀੔උػ
構（/6M0））
（1）γϯϙδウϜ：2025年10月7日（Ր）ʙ�
日（木）
（2）αΠトπΞʔ：2025年10月10日（金）
場所：（1）パシフィίԣ浜，（2）東京電ྗഇ
࿍資料ؗ，福島第一原子ྗ発電所（予定）
定員：（1）200名　（2）80名
参加අ：一般　350Ϣーロ，若ख　175Ϣーロ

（年਺5年ະຬݧܦະຬでࡀ30˞）
参加ొ࿥のక੾：2025年8月（予定）
申込方法：以下6RLからお申込みください．
/VcleaS EneSgy Agency 	/EA
 - 2025 
4ymposiVm on *nGoSmation
 Data anE 
,noXleEge Management 	*D,M
 GoS 
RaEioactiWe Waste anE (eological Disposal
お問い合わせ先：
੢川কࡁܦ）ޗ協ྗ開発ػ構�原子ྗػ関，
0ECD�/EA）4hogo./*4)*,AWA@oecE-
nea.oSg
（構，/6M0ػ੔උڥ原子ྗ発電؀）݈ڮߐ
tebashi@nVmo.oS.jp

教員・৬員ެ募等のٻ人ニϡ
ース原ߘにつきましては，࠾
༻結果をお知らせいただけま
すようお願いகします．

公ื

京都େֶେֶӃཧֶڀݚՊ
地球惑星Պֶઐ߈地ֶ࣭鉱物ֶ
෼໺地球テΫトχΫス

講ڭ࠲तެื

৬छ：教授
募集人員：1名
所属：地球惑星科学系
務場所：京都大学大学Ӄ理学研究科地球惑ۈ
星科学ઐ߈地質学鉱物学分໺地球テクトニク
ス講࠲
所在地：京都市ࠨ京区北白川௥分町．ただ
し，大学が在୐ۈ務をڐ可ຢは໋じた場合は
ࣗ୐等
務内容：プレートテクトニクスに関࿈するۈ
地質学分໺の教ҭ・研究
募集分໺等：プレートテクトニクスに関࿈す
る地質学分໺の先୺的かつ分໺ԣஅ的研究
を，地球惑星科学ઐ߈や学内֎の他の分໺の
研究者と協ྗしながら，推進される方．地球
惑星科学に関する޿い見識をもち，教ҭ（地

球科学に関する全学共௨科目・学部ઐ໳科
目・大学Ӄ科目の授業・໺֎実शなど）と研
究ならびにઐ߈や教室の業務にਚྗされる
方．
資֨等　博࢜の学位を有すること
ண任時期：決定後可能なݶり早い時期
任期：なし
期ؒ：あり（6か月）༺ࢼ
応募方法：応募者は，ඞ要書ྨ（PDF）す
΂てを1つのフォルμまたはフΝイルにまと
め，ઐ༻の(oogle FoSmの6RLからアップロ
ードしてください．なお，アップロードには 
(oogle ア カ ウ ン ト が ඞ 要 で す．https:��
GoSms.gle�2W1,EYRDRR1JLS8F7
ඞ要書ྨ：ᶃཤྺ書（写真ష付，࿈བྷ先およ
び所属学会を明記のこと）　ᶄ研究業੷リス
ト　ᶅओ要࿦จ 10 ฤ以内のPDFผ࡮りと和
จの解説（֤々 程度）　ᶆ研究・教ҭࣈ400
に関する受賞ྺ，֎部資ۚ֫得実੷リスト　
ᶇこれまでの研究成果の֓要（1000ࣈ程度）
と教ҭ実੷の֓要（1000ࣈ程度）なお，出
産，ҭࣇຢは介ޢにより研究を中அした期ؒ
がある場合は，応募者の申し出により，研究
業੷の審査においてྀߟしますので，そのࢫ
を「研究成果の֓要」に記入してください．　
ᶈண任後の研究・教ҭに関する๊ෛ（2000ࣈ
程度）　ᶉ応募者についてর会可能な方 2 名
の氏名と࿈བྷ先
Ԡื締切：ྩ和7年3月7日（金）
問い合せ先：〒606-8502　京京都市ࠨ京区北
白川௥分町
京都大学大学Ӄ理学研究科地球惑星科学ઐ߈
෭ઐ߈長　生形وஉ
電話 075-753-4158　FAX 075-753-4189
e-mail： VbVkata.takao.4X@kyoto-V.ac.jp

日本地質学会にدせられ
たީิ者の募集・推નґ
པ等をご案内கします．

֤৆ɾ
ॿ成ڀݚ

F�"4*"ڞಉڀݚϓϩάϥϜ
ʢF�"4*"​+PJOU​3FTFBSDI​
1SPHSBN�​ʠF�"4*"​+31ʡʣ

ྩ࿨�年度࠾୒
「୅ସΤωϧΪー」ྖҬɼ

「๷ࡂ」ྖҬの
՝୊ެืڀݚಉڞ

　科学技術ৼ興ػ構（J45）は，「e-A4*A共
同研究プログラム（e-A4*A Joint ReseaSch 
PSogSam� ʠe-A4*A JRPʡ）」に参加し，3 ϱ
国以上の多国ؒ国ࡍ共同研究՝୊を支ԉして
います．e-A4*A JRPは，東南アジアを中৺
とした地域における科学技術分໺の研究開発
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し，3ࢦ化と地域共௨՝୊の解決を目ڧྗ ϱ
国以上の多国ؒ共同研究・研究ަ流を推進す
るプログラムです．第14回となる本ެ募で
は，e-A4*A JRPに参加する֤国のެ的研究
අ഑分ػ関と協ྗし，下記要ྖの௨り募集し
ます．
間：ྩ和6年12月16日（月）ʙྩ和7年ظืެ
3月31日（月）
対৅分໺：
 ・「代ସエωルΪー」ྖ域，　テーマ1：「水

素」（੡造とஷ蔵� バイオ水素とഇغ物から
の水素）テーマ2：「೩料」（バイオ೩料，
೩料）　テーマ3：「஝エωルΪー」ۭߤ

 ・「๷ࡂ」ྖ域「6se oG EmeSging 5echnologies 
in DisasteS Risk ReEVction anE Management」

支ԉ期ؒ：3年ؒ
支ԉֹۚ：上2ݶ
700万ԁ（ؒ઀ܦඅ30�はผ
్）
応募の詳ࡉは下記をご参র下さい
https:��XXX.jst.go.jp�inteS�pSogSam�

annoVnce�annoVnce@easia@jSp@14th.html
https:��XXX.the-easia.oSg�jSp�（ӳޠのみ）
問い合わせ
国立研究開発法人科学技術ৼ興ػ構
国ࡍ部　事業実施(୲当：代ସエωルΪー　
山中，๷ࡂ　෢井，উຢ
5EL：03-5214-7375　FAX：03-5214-7379
E-mail:easiajSp@jst.go.jp

C A L E N DAR
2025.2～

　地球科学分໺に関する研究会，学会，国ࡍ
会議，などの開催日，会合名，開催学会，開
催場所をご案内கします．会員の皆様の情報
をお待ちしています．
˒ҹは学会ओ催，（共）共催，（後）後ԉ，

（協）協ࢍ．

202�年
■2݄ɹ'FbSVBSZ
ܧ�ձγンϙジ΢Ϝٞڠ %ઃ系$Pݐ
ଓ学शとしての$P%ϓϩάラϜの活
༻と࣮ࢪ例�
2月17日（月）14:00～17:00
場所：日本ίンクリート޻学会 第4，5会議
室（東京都千代田区߿町）˞ハイブリッド
参加අ：1
000 ԁ（੫込）
申込క੾：2025年2月12日（水）12:00
https:��b-p.co.jp�cpE�1218.pEG

ʮ堆積構造のੈքʯ࿈ଓٛߨ
第�ճ ੜ෺ʢԽ学ʣݯ堆積෺の堆積
構造
2月21日（ۚ）17:00から
ίーσィωーター：দ田博و氏
講師：দ田博و氏，ङ໺জ޺氏
https:��sites.google.com�WieX�taisekigakV
koVgi Vsp�shaSing

地࣭学࢙࠙࿩ձ
2月23日（日）14:00-17:00
場所：北とぴあ 805号室（北区王子）˞ハイ
ブリッド
MaEEalene /apolitani（フィレンπΣ、ガリ
レオ博物ؗ）『EaSth scienceʟs WisVal cVltVSe 

in the 19th centVSy』
問い合わせ先：໼島道子 pYi02070<at>niGty.
com

■3݄ɹ.BSDI
੢೔ຊࢧ部ྩ࿨�年౓総ձɾ第1��ճ
例ձ
3月1日（౔）ྫ会・総会
会場：北۝भ市立ࣗ然࢙・ྺ࢙博物ؗ
参加・講演申込క੾：1月31日（ۚ）
講演要ࢫ提出క੾：2月17日（月）
http : � �XXX.geosoc i e ty . j p�oV t l i ne�
content0025.html

ւと地ٿのγンϙジ΢Ϝ202�
3月12日（水）～13日（木）
会場：東京大学໻生キャンパス ໻生講ಊ
発表՝୊募集క੾：2024年12月13日（ۚ）
https:��XXX.jamstec.go.jp�j�pS-eWent�
ocean-anE-eaSth2024�

■4݄ɹ"QSJM
地࣭学࢙࠙࿩ձ
4月13日（日）14:00-17:00
場所：早稲田ไ࢓Ԃηミナーハウス101号室

（新॓区੢早稲田）˞ハイブリッド
MaSianne ,lemVn（ウィーン大学ྺ࢙学元
教 授 ）：『CaSl DieneS anE his tSip to Japan 
in 1913』
問い合わせ先：໼島道子pYi02070<at>niGty.
com

■5݄ɹ.BZ
೔ຊ地ٿ࿭੕Պ学࿈合202�年େձ
5月25日（日）～30日（ۚ）
会場：ນுメッη（千葉市ඒ浜区）＋オンラ
イン開催
౤ߘ早期క੾：2月6日（木）
https:��XXX.jpgV.oSg�meeting@j2025�

■6݄ɹ+VOF
೔ຊ古ੜ෺学ձ202�年年ձ
6月27日（ۚ）～29日（日）
会場：北海道大学（ࡳຈ市北区）
https:��XXX.palaeo-soc-japan.jp�

■7݄ɹ+VMZ
ʢޙʣ第�2ճΞΠιτーϓɾ์ࣹઢݚ
දձൃڀ
7月2日（水）～4日（ۚ）
会場 日本科学ະ来ؗ ̓階 ະ来ؗホールほか

（東京・お୆場）
発表申込క੾：2025年2月28日（ۚ）12時
https :��pVb.conG i t .at las . jp�ja�eWent�
jSias2025

■9݄ɹ4FQUFNbFS
˒ ೔ ຊ 地 ࣭ 学 ձ 第1�2年 学 ज़ େ ձ

ʢ202۽�ຊେձʣ
9月14日（日）～16日（火）
会場：۽本大学ࠇ൅地区

■10݄ɹ0DUPbFS
202� /&" *%,. 4ZNQPTJVN
ओ催：0ECD�/EA（ホストػ関：/6M0）
10月7日（火）～9日（木）
会場：パシフィίԣ浜
サイトπアー（10�10）：東京電ྗഇ࿍資料
ؗ、福島第一原子ྗ発電所（予定）
参加ొ࿥のక੾：2025年8月（予定）
https:��geosociety.jp�oVtline�content0255.
html�10

■11݄ɹ/PWFNbFS
ʢڠʣ5FDIOP�0DFBO 202�
11月27日（木）～29日（౔）
会場：神ށ国ࡍ展示場2号ؗほか（神ށ市中
ԝ区ߓ島中町6-11-1）
https:��to2025.techno-ocean.com�
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立）からグローバル（研究の応༻）へ，定性
的・֓೦的から定ྔ的・分ੳ的へ，さらには
時ؒ的（ܦ過）・総合的にという大きな流れ
に沿って収集活動を行っています．これまで
約14万1000点のࣗ然࢙資料を収集，อଘ，อ
؅しています．うち地学系資料は，約̐万
2000点を਺えます．博物ؗ活動および資料の
特徴としては，1979年以来，ࣗ然࢙系の博物
ؗ活動を྆ྠとして支えてきた「ࣗ然࢙༑の
会」の協ྗがڍげられます．博物ؗ資料には
同会員がࣗ然を記࿥する活動の一؀として収
集した，多छ多様なدଃ資料が含まれていま
す．市内には動・২物をࣂҭҭ成する施ઃや
ࣗ然ڥ؀อ全を目的とする団体などもあり，
ࣗ然࢙系の博物ؗ活動の大きな支えとなって
います．当博物ؗは，この意味において「地
域のࢤに支えられた博物ؗ」とݴえます．収
集資料は，この支ԉに応える΂く，次ੈ代へ
े，ঝす΂き博物ؗ資料にอଘ処理を施しܧ
分なอଘڥ؀を੔えた収蔵ݿ内でอଘ・อ؅
するとともに博物ؗ活動の成果を地域や社会
にؐ元するため，อଘڥ؀にཹ意しながらؗ
内展示や博物ؗ資料の研究・教ҭී及目的で
のି出など活༻にもྗを஫いでいます．
博෺ؗの展示（ࢪઃ಺ɾࢪઃ֎）

　博物ؗの展示活動は（１）施ઃ内のみなら
ͣ，（２）施ઃ֎においても実施しています．

̍ɽ͸͡Ίに
　北۝भ市立ࣗ然࢙・ྺ࢙博物ؗは，いのち
のたび博物ؗのѪশで਌しまれており，JR
スϖースワールド駅から徒歩5分の北۝भ市
ീ഼東区の東田エリアに立地しています．
2002年11月3日，市立のࣗ然࢙博物ؗ，ྺ࢙
博物ؗ，ݹߟ博物ؗが౷合され，ࣗ然࢙部໳
とྺ࢙部໳をඋえた総合博物ؗとして開ؗし
ました．2022年に20周年をܴえましたが，۝
भ地域のみならͣ全国から900万人にഭる来
ؗ者（2024年11月現在）をܴえ入れている博
物ؗです．ࣗ然࢙部໳の前進であるࣗ然࢙博
物ؗのઃ立は，1978年（ত和53年）の準උ室
の開ઃに始まります．そのきっかけが，市内
に分布する関໳層群࿬໺ѥ層群より発見され
た୶水ྨڕ化石（σィプロミスタス）であっ
たことなどから，地質学会との関わりはݹ
く，2012年には，北۝भ市のެࠀ֐෰に൐う
ࣗ然ڥ؀อ全活動の実ફや地域ॅຽに対する
多࠼な地学教ҭの実施など地質学の教ҭ・ී
及に直઀的に関与してきたことが評価され，
日本地質学会表জを受賞しています．また学
会のࢍॿ会員としても名を࿈ねています．

̎ɽത෺ؗのࢿྉऩूとओͳలࣔ
博෺ؗのࢿྉऩू

　ࣗ然࢙系資料は，地域（研究の基礎の֬

（１）施ઃ内展示（屋֎展示を含む）
　博物ؗ施ઃ内の展示は，ओにA. 常ઃ展示，
．画展示，C. 特ผ展示などがありますا .#
　常ઃ展示では約8
000点のࣗ然࢙系資料を常
時展示しており，ྺ࢙系の資料とあわせて約
9
000点以上の資料が展示されています．展示
を௨し，生໋の஀生から現代のࢲたちの฻ら
しまで系౷的にָしく学Ϳことができます．
　総展示面積は6
232m2で，うち地質学に関
࿈するスϖースの઎める割合は48％にୡしま
す．展示は，施ઃۭؒをも有効活༻した時ۭ
ؒ展示（時ؒとۭؒの要素を݉ねඋえたʠ四
次元的展示ʡ）とݺ΂るものとなっています．
จࣈ情報を多༻した説示ܕ（ʠ教ҭܕ展示ʡ）
とݴうよりは，むしろ෯޿い来ؗ者のར༻に
഑ྀした，情報提ڙに階層性を࣋たせたؑ賞
のࢹ点を重ࢹした提示ܕ（ʠؑ賞ܕ展示ʡ）と
なっています．展示解説は，タッνパωルσ
ィスプレーを༻いた解説を行うと共に，2R
ίードもซ༻してݸผ標本の解説も行ってい
ます．またؗ内Xi-Giڥ؀を活༻したインター
ωットڥ؀を௨じたܞଳ電話୺末等への情報
提ڙも行っています．単なるアナログからσ
ジタルへのҠ行にཹまらͣ，4/4等を活༻し
た博物ؗのັྗやイベント情報の発৴を行う
など，σジタルڥ؀を活༻した新しい価஋の
૑造：博物ؗDXも加଎させています．さら
にϢニバーサルミϡージアムやインバウンド
への取૊として，多ޠݴ化や来ؗ者のಋ線上
にピクトグラムによる誘ಋ板をਵ時，ઃஔす
るなどの取૊をڧ化しています．
A. 常ઃ展示（ओな地質学関࿈）
ᶃアースϞール（ʠ進化の大௨りʡ）．地球や
生໋のྺ࢙への理解を深めることを目的とし
た展示ۭؒです．ओに地質学的資料（実物資
料やレプリカ資料）を༻いて，約100̼の展
示フロアーを３つに大ผし，１．地球の形成
からݹ生代，２．中生代，３．新生代と，過

地Ҭのࢤに支͑らΕたʠいのͪのたͼʡΛ࣠جͱしたത物ؗ
自然史課学芸員ɹଠాହ߂

博物館・ジオパークで地球を学ぼう！（36）
北九州市立自然史・歴史博物館（いのちのたび博物館）

ࣸਅ1　博෺ؗ֓؍

ࣸਅ̎　（左）．ΞʔεϞʔϧԕܠ．
ࣸਅ̏　（右）．ϚϯϞεશ਎֨ࠎ෮
׆と಄্ۭ間Λ（ϨϓϦΧ）ܕ໛ݩ
༻ͨ͠展示．

๺۝भཱࣗࢢવ࢙・ྺ࢙ത物ؗʢいの
ͪのたͼത物ؗʣ
福岡県北九州市八幡東区東田二丁目4-1
URL: https://www.kmnh.jp/

info
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博物館・ジオパークで地球を学ぼう！

　博物ؗには，期ؒを区੾って展示を実施す
るための̔つのࣗ然࢙系のا画展示スϖース

（ポケットミϡージアム）とྺ࢙系の３つの
画展示スϖースがあります．2020年のリニا
ϡーアル時には「理科室と博物学」と୊し
た，収蔵と展示の྆方のػ能を݉ねඋえたۭ
ؒ（ミドルϠード）をもࢹ໺にいれた展示も
行われています．また，ަ࿈֨ࠎ標本を୊ࡐ
としたポケットミϡージアムも新たに開ઃし
ており新しい展示にもνャレンジしています．
C. 特ผ展示
　特ผ展示は，௨常，य़，Ն，ळ，ౙと，֤
50日～60日前後の期ؒをઃけ展示を実施して
います．その運営は，博物ؗ単ಠでの実施の
ほか，実行委員会方式による実施などがあり
ます．௨常，特ผ展示はΪャラリーؗとݺば
れる509̼2のスϖースを༻いて実施します．
Նは多くの観ཡ者が見込まれることなどか
ら，集٬ྗのߴいا画案で実施することが多
いのに対し，य़やळは，所属学ܳ員のઐ໳性
をより重ࢹしたا画で実施する޲܏にあり実
みています．また近年は，観ࢼ的な展示もݧ
ཡ者アンケート等を実施するなど，その成果

（アウトカム）の೺Ѳや٬観的評価にも取り
૊んでいます．

（２）施ઃ֎展示（巡回展を含む）
　当ؗでは博物ؗの施ઃ内展示のほか，近ྡ
の঎業施ઃやຽؒのΪャラリーをはじめとす
るʠ出ு展示ʡも実施しています．ؗの所在
する東田エリアの中֩施ઃとして，จ化ʷ産
業ʷ観ޫのৼ興にد与することを目的とした
展示活動や事業運営も行っています．加えて
当ؗがا画にܞわる巡回展の実施など޿域࿈
．みも行っていますࢼのܞ

̏ɽௐࠪɾڀݚ
　当ؗは，ࣗ然࢙՝11名とྺ࢙՝7名の学ܳ
員が研究৬として在੶しており，市長事務部
局（都市ブランド૑造局）に所属していま
す．ࣗ然࢙՝の学ܳ員は，そのઐ໳性から地
学系，生物系と大ผされ，地学系は，ݹ੸௣
動物，ݹ無੸௣動物，岩石，地層の֤୲当学
ܳ員から構成されています．博物ؗは，科学
研究අॿ成事業への応募資֨を有す研究ػ関
にࢦ定されており，それぞれの研究テーマを
掲げ，調査・研究活動を行っています．博物
ؗ資料の収集，อଘ・อ؅・੔理，展示・教
ҭී及といった他の博物ؗの基本的ػ能を果

から現代に至るまでのྺ࢙を解説していまڈ
す．フロアーの階段を上がるごとに，新しい
時代の展示にҠり変わる時系ྻ展示を行って
います．ここでは，そのྺ࢙を直઀的に体感
できるよう，触察資料に代表されるようなオ
ープンスϖースによる展示を行っています．
また観ཡ者の頭上の施ઃۭؒをも活༻した

ʠۭや海ʡを࿈૝させる展示もࢼみています．
ᶄエンバイラマؗ・リサーνκーン．博物ؗ
の中でも人気のߴい展示ۭؒです．エンバイ
ラマは，エンバイロメント（enWiSonment：؀
ܕ໛：ܕ໛ܠとジオラマ（EioSama：ʠ情（ڥ
等૊合せ情ܠ෮元展示ʡ）の造ޠで，北部۝भ
の太ݹの様子を，ݹ生代のサンΰ঴のジオラ
マや，中生代の動くཽڪ໛ܕやބ中のྨڕ群
のC(ө૾，新生代のڥ؀ݹ෮元ਤ（ֆ画）な
どを༻い紹介した展示ۭؒです．リサーνκ
ーンは，北۝भ地域のみならͣ，北部۝भか
ら੢日本地域までをもࢹ໺に入れ収集された，
地質・ݹ生物関࿈の実物資料を中৺とした展
示ۭؒです．展示資料はエンバイラマؗの演
出をつくる上での基礎資料にもなっており，
ここではその෮元過程も紹介しています．
　エンバイラマؗ・リサーνκーンの展示
は，今日では当たり前となっている，ʠ຅入
感ʡと「༇しさ」を݉ねඋえた展示ۭؒを，
約20年前にࢼ行した場所ともݴえます．「科
学的ཪ付けの基に展示を੡࡞する．本物ࢤ
い標本ߴ学術࿦จや学術上，৴པ性の．޲

（aVthentic specimens），ূڌ標本（WoVcheS 
specimens）に基づき，可能なݶり学術的に
ਖ਼֬・ਫ਼޼に造࡞する」ことを৺ֻけた展示
ۭؒでもあります．
ᶅࣗ然発見ؗ．北۝भ市の代表的ࣗ然を，ジ
オラマやണ੡標本をはじめとする生物系標本
を多༻して紹介した展示ۭؒです．北۝भ市
域には，地質Ҩ産としての地質鉱物に関する

「ఱ然記೦物」が，国ࢦ定３つ（平尾୆，千
෹৉ೕಎ，夜宮の大ܔ化木），県ࢦ定３つ

（കՖ石大形ஔ物とകՖ石岩層，岩屋・ԕ見
ケඓのѶ屋層群，ຬׯのை）所在していま
す．北۝भ市の多様な大地を特徴づける平尾
୆のカルスト୆地を紹介する展示や，ಎ۸を
紹介するジオラマなどもあります．
　常ઃ展示には，この他，生໋の多様性ؗと
やണ੡などを展֨ࠎばれる，現在の生物のݺ
示しているエリアもあります．
画展示ا .#

たしながら，その成果を社会にؐ元する活動
に日々，取り૊んでいます．

̐ɽڭҭɾීٴ活動
　当ؗの特徴の一つとして，博物ؗと学ߍを
つなぐՍけڮとして，学ߍ教ҭݧܦ者（̢
̩：MVseVm 5eacheS）が博物ؗ৬員として
഑ஔされていることを取りڍげることができ
ます．同৬には̐名の৬員が഑属されてお
り，ओにηカンドスクール事業，ී及講࠲，
৬場体ݧ・৬員研修受け入れなどを୲当して
います．ηカンドスクール事業では，学ߍ団
体のར༻を支ԉする学ߍ教ҭ支ԉ事業や，学
ಐอҭクラブや子ども会等の活動を支ԉする
Ոఉ教ҭ支ԉ事業，博物ؗへの来ؗ者を誘க
する活動などを行っています．ී及講࠲は，
ࣗ然࢙系講࠲とྺ࢙系講࠲，そして྆学ܳ員
が共同で実施する講࠲があり，年ؒ30回程
度，開催しています．加えて「いのちのたび
子ども教室」やྡ઀する他の博物ؗ関࿈施ઃ

（科学ؗ，ڥ؀ミϡージアム等）との࿈ܞに
おいて「東田ミϡージアムパーク子どもスク
ール」も実施しています．加えて博物ؗ実श
の実施ػ関として年ؒ約40名の学ܳ員をࢤす
博物ؗ実श生も受け入れています．

̑ɽおΘりに
　北۝भ市立ࣗ然࢙・ྺ࢙博物ؗ（いのちの
たび博物ؗ）は，޻業都市として知られたެ
える施ઃʡとߟの֗，北۝भ市にʠࣗ然を֐
して産੠をあげましたが，ࣗ然࢙博物ؗ時代
を含めてもそのྺ࢙は長くありません．当ؗ
を取りרくڥ؀は，地域ࡁܦを含めݫしく，
またܹٸに変化しています．地質学をはじめ
とした博物ؗ資料を௨じた基本ػ能を堅࣋し
ながら，「知の఼ಊ」，「地域のシンクタンク」
としての博物ؗ活動を࣋ଓ的に可能とするた
め，ٻめられる新しい໾割のୡ成を含め，「Ք
げるまち，࠼のある֗，҆らぐまち」を掲げ
る北۝भ市において૬互協ྗのもと博物ؗ活
動を行っています．จ化ࡁܦ戦ུ等の ʠՔぐ
จ化ʡやʠ営む博物ؗʡのࢹ点も織り込みな
がら「博物ؗの価஋をߴめる޷॥؀」を生み
出す博物ؗػ能ڧ化に޲けた取૊も৺ֻけ，
取りרくڥ؀の変化や新たな社会の要੥に対
し応答・ద応・進化するために研ᮎを重ねて
います．۝भ方面にご来๚のંりには，ੋ 非，
当ؗにお立ちدりいただければ޾いです．

ࣸਅ̐　（左）．Ӌໟཽڪ（ಈ
．ਅ̑　（右）ࣸ．（ܕ໛ཽڪ͘
Ϧαʔνκʔϯ（ݹੜ୅展
示）
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　国ࡍ地質科学࿈合（*nteSnational 6nion oG 
(eological 4ciences
 以下*6(4）とは，1961
年にઃ立された地質学の国ࡍ࿈合である．現
時点で日本，アメリカ，中国，ロシア，イΪ
リス，ドイπ，南アフリカなどੈք中121国
が加ໍしている．*6(4は参加国と歩調を合
わせ，ൣ޿な地球科学研究の支ԉを௨じて地
球科学の発展をଅ進し，ੈքの地質ίミϡニ
ティを団結させることを目ࢦしている．さら
に*6(4の活動を௨して，人ྨ生活の質の޲
上も目ࢦしている．*6(4はϢωスίや他の
国࿈૊織と協ྗし，֤छアウトリーν活動や
若ख教ҭ，μイバーシティー対応，ジオエテ
ィックス対ࡦにも取り૊んできている．さら
に 国 ࡍ 学 術 会 議 （*nteSnational 4cience 
CoVncil
 *4C）のओ要メンバーとしても活動
している．
　*6(4は地質学上のさま͟まな問୊を話しあ
い，解決するػ関でもある．*6(4の૊織の中
で 最 も 重 要 な 委 員 会 が*C4（*nteSnational 
Commission on 4tSatigSaphy）で，それはੈք
共௨の地質年代や層序の定義などを決める委
員会である．ྫえば，新たな地質時代の名শ
であるνバニアンを決定したのも*C4である．
ෆ࠾୒にはなったが「人新 （ੈAnthSopocene）」
を新たな地質時代としてઃ定す΂きかを議࿦
したのもこの委員会である．

　*6(4の活動の日本における૭口が日本学
術会議・地球惑星科学委員会の中にある
*6(4分科会で，*6(4の国内活動のࢦ示໾を
୲っている．日本学術会議から*6(4の分୲
ۚも支෷われ，日本はアメリカや中国などと
ともに最ߴランク国の分ྨとなり，*6(4総
会で8ථの౤ථ権を有している．*(C（万国
地質学会議）は*6(4の学会としての໾割を
୲っており，四年に一度開催されている．た
だし，*(Cの運営は開催国のL0Cに委ねられ，
*6(4との共同運営とはされているが，ಠ立
性はߴい．
　今回の*(Cは8月26日から30日の期ؒにؖ国
ז 山 が ホ ス ト 都 市 と な り， ז 山 ߫ ֎ の
#EXC0ίンベンションホールを会場として
開催され（写真1：https:��XXX.igc2024koSea.
oSg）．全体の運営は大会のChaiSであるؖ国
のDaekyo Cheong博࢜を中৺におこなわれ
た．ז山のۭߓやమ道駅から཭れた場所では
あったが，ז山の海水ཋ場に近く，リκート
地の雰囲気のある会場であった．口頭発表，
ポスター発表ともに国ࡍ৭๛かなものではあ
ったが，地元となる中国やؖ国からの参加者
が多いҹ৅があった．*(C開催日程の前後で
は地質巡検に加え，ੈքҨ産ࣉӃπアーなど
もا画され，֎国人参加者には޷評であっ
た．ポスター発表やブース展示が行われた

学協会・研究会報告

ੈք地࣭Ҩ࢈ʢ(FPIFSJUBHFʣに࠾୒͞Εた೔ຊのαΠト

EYhibition )allは非常に޿いۭؒで，多くの
も഑ஔされ休憩場所としても活༻されていص
た（写真2）．本*(Cでは，あちこちにؖ国ら
しさがࢄりばめられ，特にランνのビビンバ
ห当の無料提ڙやスナックタイムでのؖ国の
ਏ口カップ໙の提ڙはҹ৅的であった．
　*(Cの開催期ؒ中の8月28日と29日に*6(4-
*(C総会も開かれた．総会では新たな会長に
南アフリカ・Ϥハωスブルク大学のMoVSi博
࢜が選出され，その他の෭会長，事務総長，
務委員などの໾員も選出された．次の2028ࡒ
年*(C大会開催都市として，イΪリスのグラ
スΰー，オーストラリアのメルボルン，カナ
μのカルガリーがީิとして名৐りをڍげ，
౤ථ前には，それぞれの国がຖ൩のようにパ
ーティーを開催し，౤ථ権のある国をট待
し，ڧ྽な誘க活動を行なっていた（写真
3）．総会の౤ථでは，カルガリーが大多਺の

IUGS 分科会委員長　ֻ઒　෢（東北大学）

ࣸਅ2（左）：展示ホʔϧの様子　　ࣸਅ3（த্）：࣍ճେ会Λটக͢ΔͨΊのύʔテΟʔの様子
ࣸਅ4（தԼ）：*($ࢁזେ会ʹ͓͚Δฏ੒༹岩υʔϜの説໌の様子　　ࣸਅ5（右）：*($ࢁזେ会ʹ͓͚Δتքౡの説໌の様子

ࣸਅ1：*($ࢁזେ会の会場
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支࣋を得て2028年*(C大会開催都市に選ばれ
た．
　*6(4ではੈք中の風ޫ明ᇪで学術的価஋の
的地質学教ҭの一ॿࡍい地質を選出し，国ߴ
とするのが目的で，2022年からੈք地質Ҩ産

（(eoheSitage）ొ࿥੍度を始めている．さら
にੈք地質Ҩ産を選定することで社会に対す
るアウトリーνの໾割も果たすことも期待さ
れている．選定されたサイトは *6(4のXeb
サイトでެ表されるだけでなく，ਤؑとして
も出൛されている（https:��iVgs-geoheSitage.
oSg）．このਤؑをோめるだけでੈքを代表す
る地質が分かり，地質学のັྗをଘ分に感じ
られる．2022年の第一回目の選定では100サ
イトが選ばれ，日本からはฌݿ県の໺島அ層
とݰ෢ಎが選ばれた．2024年には第ೋ弾とし
て新たに100サイトが選定され，日本からは
以下の2カ所が選定された．ੈք地質Ҩ産の
新100サイトは*(Cז山大会の8月27日にެ表
された，࠾୒されたサイトは特ผなηッショ
ンにおいて提案者によって写真を多༻した紹
介がされた．日本から新たに選ばれたサイト
の一つは長崎県Ӣઋַの平成新山༹岩ドーム
である（写真4）．Ӣઋַ周辺では1991年から
1995年にかけて大ن໛な火山活動がىこり，
新たに平成新山༹岩ドームが形成された．こ
の༹岩ドームは，その成長過程がテレビなど
の画૾でϞニタリングされるなど，火山噴出
物として最も詳ࡉに記載されているサイトで
ある．さらに国ࡍ大཮۷࡟計画（*CDP：
*nteSnational Continental DSilling PSogSam）
においてӢઋַ内部の۷࡟調査も行われ，Ӣ
ઋַマグマが火山内部でどのような状態にあ
り，どのように進化したのかなど科学的に重

要な知見も得られてきている．さらに1991年
の火ࡅ流によって生じた人的ඃ֐の状況を，
後ੈに࢒しݴい఻える౒ྗも行われている．
こうした事߲が࠾୒理༝として説明された．
　もう一つはࣛࣇ島県大島ت܊ք町のتք島
である．*(Cז山大会のੈք地質Ҩ産ηッシ
ョンではتք町の町長が，تք島の価஋を直
઀説明するほどの೤の入れようであった（写
真5）．تք島ではޞࢇ঴が長い年月をかけて
発ୡし，تք島の化石化したޞࢇには過10ڈ
万年ؒの地球ڥ؀の変遷，気ީ変動，生態系
変化のྺ࢙がࠁまれている．特に、׬新ੈの
日本周辺のアジアンϞンスーンに൐う気ީ変
動の様子を詳ࡉに読み取ることができる．さ
らにتք島はܹしいོىによって過ڈの時代
のޞࢇが，段ٰ状に露出し，地表でも容易に
観察できるのが大きな特徴で，これらはಠ特
のܠ観を࡞り出している．こうした理༝から
୒された．今回，日本の2カ所が࠾ք島がت
選ばれたことは非常に名༪なことであり，地
球科学的研究の活性化が期待されるのみなら
としても໾立つことݯ໤活動や観ޫ資ܒ，ͣ
が期待される．
　以上の日本の2 ϲ所に関しては日本地質学
会山形大会において，地質学会参加者及びプ
レス関係者に説明され，時事௨৴社によって
新ฉ記事として周知された（https:��XXX.
jiji.com�jc�aSticle k�2024091001074�g�
soc）．
　地質Ҩ産の新نサイト決定とはผに，
)eSitage 4tone（ ੈ ք 石 ࡐ Ҩ 産 ） の 選 出

（2025年 に ެ 表 ） も 行 わ れ た．)eSitage 
stoneは，後ੈにޠりܧぐ΂き石を選び，ੈ
քに発৴ެ表しているもので，選定にあたり

特に֤国のྺ࢙と深く結びついていることが
重要ࢹされている．日本からは「ஜ波山մの
Ֆቋ岩」の1݅が࠾୒された．ஜ波山մのՖ
ቋ岩は日本のྺ࢙をߟえる上で重要な岩石
で，ח૔時代から石ౝなどとして༻いられて
きた．近年では東京駅，明治神宮，੺ܴࡔෂ
ؗなどの石ࡐとしても使༻されている．さら
に*6(4では(eo Collectionとݺばれるカテΰ
リーもઃけ，ੈք中の博物ؗなどにอଘされ
ている重要な岩石や鉱物ࢼ料を選び，ެ表し
ている．日本ではۃ地研究所にอ؅されてい
る南ۃᯁ石が(eo Collectionとして࠾୒され
た．今後もੈք地質Ҩ産，ੈք石ࡐҨ産およ
び(eo Collectionはܧଓして募集される予定
で，価஋のある地質サイト，石ࡐおよびอ
؅・展示ࢼ料について積ۃ的に応募していた
だけるとありがたい．応募されたサイトの提
案書は̑名程度の評価者がさま͟まな観点か
ら࠾点する．風ޫ明ᇪなだけでなく国ࡍ的に
科学的重要性が実ূされていることが࠾୒の
大きなポイントとなる．さらに地域的なภり
がないように最ऴ的に調੔され決定する．
2024年分の࠾୒཰はおおよそ̒割程度であっ
た．
　*(Cז山大会に関しては஛島巡検のا画や
日本海表記方法に関する意見のෆ一கなど，
事前に様々な問୊がىきた．஛島巡検は行わ
れなかったが，日本海の表記方法は最後まで
決ணできなかった．そうした੓治的問୊が学
術大会の場に࣋ち込まれたことは੣に࢒೦で
あった．日本からの参加者は100名程度にと
どまったが，*(Cז山大会が੝況のうちऴྃ
したことは，地球科学者として単७にتばし
いことであった．

　2024年の京都賞基礎科学部໳にポール・
F・ホフマン氏が選出されました．京都賞は
科学や技術，思૝・ܳ術の分໺に大きくݙߩ
した方々にଃられる日本発の国ࡍ賞で，稲੝
団がओ催しています．先୺技術部໳，基礎ࡒ
科学部໳および思૝・ܳ術部໳からなり，
1985年以来，123名が受賞されました．さら
に基礎科学部໳は਺理科学分໺，生物科学分
໺，地球科学・宇宙科学分໺および生໋科
学・ҩ学・認知科学分໺からなり，それぞれ
の分໺からॱ番に受賞者が選ばれます．これ
までに地球科学・宇宙科学分໺では10名が受
賞されましたが，そのうち宇宙科学分໺から
の選出が6名で，特に2011年以降は宇宙科学
分໺がଓいていました．さらに，地球科学分
໺においても気৅・海洋や地਒にݶられ，地

質学分໺では初めての選出となります．
　ポール・ホフマン氏はカナμ出਎で，カナ
μ地質調査所の非常に過ࠅな地質調査のアル
バイトのࡍに，地質調査の面白さにऒかれ，
同地質調査所にۈ務し，カナμの地質の研究
を23年の長いؒଓけられました．1992年に同
研究所を退৬され，カナμ・ビクトリア大学
をܦて，ハーバード大学の教授にब任し，
2008年まで同大学で教ฬをࣥられ，多਺の༏
लな研究者をഐ出した後，2009年に名༪教授
になられました．そのؒ，北ถ大཮地֪東部
がいくつかのクラトンのিಥ༥合で生じたこ
と，プレートテクトニクスのݯىが太ݹ代に
まで૎れることおよび原生代末に全球ౚ結が
な地質学的研究をもとࡉきたことなどを詳ى
に示されました．そして，それらのݙߩによ

報告　ϙーϧ・'・ϗフϚンࢯ京都৆ड৆ه೦講演会

り，本賞を受賞されました（詳しい説明は，
ニ ϡ ー ス 2024年8月ࢽ 号 や 地 質 学 ࡶ ࢽ

（https:��Eoi.oSg�10.5575�geosoc.2024.0030）
参র）．
　京都賞の授賞式は11月10日，記೦講演会は
11日に，それぞれ700人のট待者と1100人の
応募者が参加し，国立京都国ࡍ会ؗで行われ

খٶ　߶（東京大学）

ϙʔϧɾ'ɾホϑϚϯ氏の͝講演の様子
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ました．加えて特ผに，東京でもホフマン氏
の受賞講演会が，稲੝ࡒ団と日本地質学会の
協ࢍ，地球惑星科学࿈合の後ԉのもと，東京
大学・駒場・宇宙地球部会がओ催し，東京大
学駒場キャンパスで11月14日に行われまし
た．会場定員は230名のため，参加者は事前
応募のみとしましたが，1िؒほどの募集期
ؒでຬ席となり，当日約210名が参加しまし
た．参加者の多くは関東近辺の地球科学者や
学生，地球科学系の৬にै事されている人で
したが，報道関係者，ܳ術やจ化に関࿈する
学生や৬にܞわる人，また，੢は岡山，大
ෞ，北はळ田，宮城から参加する人もذ，ࡕ
いました．
　東京講演会では，ホフマン氏に加えて，カ
リフォルニア޻科大学のジョηフ・L・カー
シϡビンク教授をおটきし，ホフマン氏は

「Ecosystem Selocation on 4noXball EaSth: a 

polaS-alpine ancestSy GoS the liWing sVSGace 
biospheSe」，カーシϡビンク氏は「EaSthʟs 
GiSst snoXball anE the Sise oG atmospheSic 
oYygen」についてご講演されました．ホフ
マン氏は全球ౚ結Ծ説のもと，現在生ଉする
生物は全球ౚ結を生きൈいた生物の子ଙであ
り，それΏえにྫྷפ化に関࿈したҨ఻情報を
อ࣋しているはͣであることを大きなジΣス
νャーをަえ，೤หされました．そして，そ
れを実ূするための方法について，非常に೤
くޠられました．ホフマン氏は，過ڈにボス
トンマラιンで入賞ݧܦもあるమ人で，ྸ80
過ぎてもなおਫ਼ྗ的に活動されているڧさを
見せられていました．また，選ߟ委員のү⃻
行༤会員が開会のѫࡰとホフマン氏の紹介を
されました．
　講演会ऴྃ後，駒場キャンパス内のルϰΣ
ιンϰΣール駒場で，京都賞の選ߟ委員の

方々，ホフマン氏とΏかりのある研究者およ
び東京周辺の地球科学者40名をごট待し，受
賞記೦ॕլ会を催しました．そちらにおいて
も，ホフマン氏とカーシϡビンク氏に加え
て，岡ଜ定ۣ氏，永原༟子氏，田近ӳ一氏，
川上৳一氏と澤木༎介氏がホフマン氏とのܨ
がりの紹介やおॕいのѫࡰをされました．こ
の日は，受賞記೦講演会と࠙਌会において，
ホフマン氏をはじめとした多くの研究者とと
もに同じ時ؒを共有することができ，参加者
皆様が，とてもॆ実した時ؒを過ごされたと
֬৴しています．重ねてこのイベントの実現
をサポートして௖いた稲੝ࡒ団，日本地質学
会と関係者の皆さんにྱޚ申し上げます．そ
の後，ホフマン氏は2日ؒ駒場に଺在し，無
事カナμにؼ国されました．

ϙʔϧɾ'ɾホϑϚϯ氏ژ౎৆受৆ه೦講演会のࢀՃ者のू߹ࣸਅ

左：δョηϑɾ-ɾΧʔ
γϡϏϯΫ氏の͝講演の
様子
右：ϙʔϧɾ'ɾホϑϚ
ϯ氏ژ౎৆受৆ه೦ॕլ
会のࢀՃ者のू߹ࣸਅ
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しく説明され，（この実験では）「下層を水ガラスとし，表殻は
砂を油で練り上げたものにした．（中略）（左側の図では）表殻
内に低角上方摺動（衝上断層）ができ，（中略）あたかもコー
バー（Kober）のオロゲン（造山帯）の絵にそっくりであるの
は驚くべきことである．右側の図では片側の円筒の回転を止め，
他の側だけを動かした場合の結果を示す．下向き褶曲は幅が広
く，非対称形で，その急な斜面は対流に面している．左の図は
両方の円筒を均等に回転し，対称的な構造を得た．右側で示す
実験では流速を増すと表殻は動く側では薄くなり，動かぬ側へ
押し寄せられてしまう．これは実に環太平洋式過褶曲を暗示す
るものでなければならず，左図はアルプス式を意味する」．そ
して，槇山（1949）は次のように結ばれる．「最近，江原眞伍
博士は太平洋運動説を数回に及び述べている．また博士は日本
海運動も合わせ考えている（江原, 1940, 1942, 1943）．望月勝海
氏は対流による説明を若干試みている（望月（1940）はシマ
（珪苦帯：太平洋底・フィリピン海底の岩盤）の沈み込みに加
え，水平方向の回転流動により伊豆弧の成因を論じた．望月の
業績と人物は杉村（1992, 2023）と山田ほか（2023）参照）．こ
れ等の所説はまだ地殻下の固体流動の理念を基本としていない
のであるが，自今は改めて此所に基準して（固体流動の理論に
基づいて）発展を期すべきであると信ずる」（かなを現代風に
改めカッコ内を補った）．
　もう一人，青山信雄（1948）は全３巻の著書「構造地質学」
の第1巻最終節「深発地震」のp. 134で，「1922年Turnerが数
100kmの深さの所に震源が存することを発表した時にも，一般
にはこれを信じなかった．然るに，この深所震源の存在は1928
年和達博士により確証されるに至ったのである」と書き，末尾
のp. 137では，「東北地方の東方沖合から日本の下を通ってアジ
ア大陸側へ向かって30～40°傾斜する一つの面を考えると，こ
の斜面に沿って地震が最も多く起こっていることとなる．ある
いは実際かくの如き大規模の断層が生じていて，大陸側の地塊
は海洋側の地塊の上に押し上がらんとし，海洋側の地塊は大陸
側の地塊の下に潜り込まんとする様な剪断応力が働いていると
も想像される」（かなを現代風に改めた）と書いて，次ページ
に日本付近の浅発地震と深発地震の分布図を掲げた．本書は
Benioff (1949)の前年に出版された．翌年の第2巻（p. 236）では
グリッグスの実験（図１）を引用し，左側の図は「Koberの両
面性のオロゲン型（Alpsなど）に似ている」，右側の図につい
ては「環太平洋山脈の構成はある点までかくの如き見解が適用
さるべきものとGriggsは唱えている」と述べた（石渡の卑見で
は，この実験で（一方を止めずに）両方の軸を同じ向き（左図
は反対向き）に回転すれば，島弧と縁海の形成を説明できる）．
青山はその後，鉱物趣味の会から全4巻の「岩石学」を出版し
たが，その第３巻（変成岩）の序文（木下亀城筆）は，『（青山
が）「輓近鉱物学」，「一般地質学」，「構造地質学」，「地球発達
史」を著し，地質学の各部門に広く精通している稀にみる博学
多才な地質学者である』と述べている（「構造地質学」の著者
肩書は佐賀高等学校教授・九州大学講師）．
　まとめると，Benioff (1949)より早く，後のプレートテクトニ
クスにつながる深発地震帯逆断層説を，複数の日本人が公表し，
しかも地震学者ではなく地質学者が，深発地震の分布や震源メ
カニズムの解析，今で言う付加体の褶曲や断層の野外調査デー
タ等に基づいて議論していたことは注目に値する．特に江原の
論文は長期の野外調査及び広汎な文献調査と熟慮に基づき独自
性が高く，Benioff (1949)以前に深発地震帯逆断層説を明確に論
じた．和達－ベニオフ帯は，和達－江原帯と称すべきなのだと
思う．

　現在では，環太平洋式の造山帯は深発地震を伴う海洋プレー
トの沈み込みによって形成されるということは常識になってい
る．これは，深発地震の存在を初めて確認した和達清夫
（Wadati, 1928; Frohlich, 1987; Suzuki, 2001; 鈴木, 2004a）と，
深発地震帯は大陸／大洋境界の逆断層であり海溝はこの断層の
運動によってできると喝破したベニオフ（Benioff, 1949; 1954）
の貢献とされ，深発地震帯は和達－ベニオフ帯（Wadati-Benioff 
zone）と呼ばれる（菊地, 1996; 上田・杉村, 1970, p. 36）．
Benioff (1949)はトンガ・ケルマデック弧とアンデス弧のデータ
に基づくが，日本を含む他の深発地震帯にも言及している．な
お，深発地震の発震機構はHonda (1934)や本多・正務（1940）
が解明した．（江原, 1942; 上田・杉村, 1970; Suzuki, 2001; 鈴木, 
2004b）．
　一方，深発地震帯を大陸／海洋境界の大規模な逆断層とし，
海溝はこの断層運動によって形成されるとする考えは，Benioff
（1949）より前に，地震学的・野外地質学的データに基づいて
複数の日本人地質学者が既に提唱していた．江原（1942）は太
平洋の深海底岩盤の日本列島下への沈み込みを「太平洋運動」
と呼び，その冒頭で，『本邦における太平洋運動は小藤（こと
う）先生が始唱者であって，これと共に藤原咲平博士があった．
小藤（文次郎）先生はその著「The Rocky Mountain Arcs in 
Eastern Asia, 1931」において，太平洋深海底の玄武岩（sima）
がアジア大陸のsialに対してunderthrustをなし，褶曲山脈と断
層山脈を起こすと述べられた．藤原博士はその著「地渦地裂及
地震, 1932」において南日本の起震力は北西と南東から押し合
っているものと見做され，これを太平洋運動の一部とされた』
と述べた．そして，江原（1942）は「太平洋運動と深発性地震
帯及Nippon Trench Thrusting Province」なる表題の節におい
て，本多・正務（1940）の論説と深発地震分布図を引用して，
（深発地震の）「発震機構は西または北西に30°の傾斜角を有す
る面を考えるときは，その面の下においては，東または東南よ
り衝（つ）き込み（underthrust），反対にその面の上において
は西または北西より衝き上げ（overthrust），この両運動の
shearing movementによりて地震となる」と深発地震の発震機
構に基づく運動像を明確に述べている（衡は誤字と判断し衝に
改めた．カッコ内を補い，かなを現代風に改めた．昔は花崗岩
質の大陸地殻をsial（Si-Al），玄武岩質海洋地殻とかんらん岩質
マントルをsima（Si-Mg）と言った．シアルはシマの上に浮き
アイソスタシーが成り立つ．望月（1940）はこれらを珪礬帯，
珪苦帯と呼んだ）．そして，太平洋運動の考えは早くも江原
（1940）及びYehara (1940)で提唱された（今井, 2006）．なお，
江原（1942）は野外調査に長年協力した助手の沢田俊治に懇切
な謝辞を述べている（石渡, 2004参照）．
　次は槇山次郎である．石渡（2018）は，『1945年の終戦後，
日本の太平洋側の堆積盆は「地向斜」ではなく「地単斜」であ
り，「地単斜帯では地史の上に特別な造山期というものが認め
られず」，「日本では作用する力は偶力の状で…大陸側から高水
準に，太平洋側からは低水準に…反対に押した形である」とい
う考えを述べた日本地質学会会長（槇山, 1947）』に言及した．
槇山次郎は1986年に90歳で没し，糸魚川（1987）の追悼文はほ
とんど槇山の古生物学への貢献のみについて述べているが，神
谷・高橋（2017）の列伝はMakiyama (Sagarites) など軟体動物
化石の研究，ナウマンゾウの命名などの他に構造地質・資源地
質関係の業績も述べている．その中に「岩石変形学」がある．
戦時中の1944年初版とのことだが，私が読んだのは戦後の改訂
版（槇山, 1949）である．この本では，槇山（1947）の講演内
容がGriggs (1939）による粘性体の流動実験（図1）を示して詳

石౉　໌（ਖ਼会員）

ϕχΦフҎલにਂൃ地਒ଳٯஅ૚આΛএ͑た೔ຊਓ地ֶ࣭ऀ
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　青山（1948/49）の書籍をご恵与いただいた故山崎正男先生
と，拙稿を読んで改善意見をいただいた池田保夫・平田大二両
会員に感謝する．
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図1　ᴳ（�1�4）ࢁ΍੨（�1�4）ࢁ͕Ҿ༻ͨ͠άϦοάε（(SJHHT
�1�3�）ʹよΔ೪ੑମのྲྀಈ࣮ݧ．
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（研究所ࡂ京都大学๷）৽ଠ࿠࡚ࢁ

1� ͸͡Ίに
　地਒火山地質こどもサマースクールは，日本地਒学会と
日本火山学会の有ࢤによって1999年に初めて実施されまし
た．2011年からは日本地質学会も加わり，ほぼຖ年Նに開
催されている国内最大ن໛の地球科学体ݧ学श講࠲です．
本行事のओな目的は次のೋつです．第一に，研究の最前線
にいるઐ໳Ոが子どものࢹ点に立ち，地਒や火山現৅のし
くみや本質を直઀ޠること．第ೋに，֐ࡂとそのෆ可分の
関係にあるࣗ然の大きなܙみを఻えることです．この行事
は，単なる子ども޲けの໺֎巡検や観察会とはҟなり，参
加する子どもたちがओ体的に୳究し学Ϳことに重点をஔい
ています．
　第23回目となる今回は，2024年8月7日（水）と8日（木）
の2日ؒにわたって，徳島県三޷市を෣୆に実施されまし
た．以下にその報告をいたします．

2� 地震火ࢁ地࣭͜Ͳ΋αϚーεΫール JO ٢野川の֓ཁと
ըܭ
　実行委員会は，֤学会の講師，三޷ジオパーク構૝推進
協議会，あすたむらんど徳島，サマースクール運営委員か
ら選出されたメンバーで構成されました．さらにスタッフ
は上記メンバーに加えて三޷市৬員೶ྛ੓ࡦ՝，地元の皆
様，地元の学ߍ教員，学生などで構成されました．その਺
は32名にのぼります．事前の໖ີなଧち合わせと計画，す
΂ての皆様の協ྗにより，ԁ׈な行事の運営ができました．
　今回は大都市から཭れた四国の山ؒ地ということもあり
ましたが，全国から募集人਺を上回る参加がありました．
当日のやむをえないキャンηルもありましたが最ऴ的には
合計28名が参加しました．内༁は小学生11名，中学生11名，
．生̒名ですߍߴ
　第23回は「༯ոと୳る٢໺川のώミπ」というϢニーク
なテーマがઃ定されました．開催地となった徳島県三޷市
周辺は，ٸफ़な四国山地を南北に٢໺川が؏き，さらに中
ԝ構造線活அ層系の運動が河川を東にほぼ90度۶ۂさせる
というμイナミックな地形変化があったとされている場所
です．北には同அ層系の活動でོىしたとされるذࢌ山຺
があります．
　そして，٢໺川の周辺には地す΂り地形をར༻した܏ٸ
斜地上の集མが多くあります．そこには子ڙをݥةな場所
に近づけないために生まれたとされる༯ոの説話が多く࢒
されています．つまり講師たちを子ڙたちにナκを与える

「༯ո」になぞらえた༁ですが，ここにもϢーϞアをަえた
ஆかいަ流が生まれたように思います．
　子ڙたちが取り૊んだナκは，「ᶃ٢໺川はどう流れてき
たʁ大地はどうできたʁ」，「ᶄ٢໺川で人々はこれまでど
う฻らしてきたʁ上流から下流までの川沿いの฻らしやࡂ
について調΂てみよう．」，「ᶅʵa֐ ٢໺川のඦ年先，千年
先のະ来を予૝してみよう．」，「ᶅʵb ٢໺川の大地を思い
っきりָしむ3日ؒとはʁ」（そのうち，ᶅはaかbの１つを
選୒）の̐つでした．参加者は徳島県・٢໺川にちなんだ

「あわおどり」「すだち」「҂」「かͣらڮ」の̐つのνーム

に分かれて，これらのナκを解き明かして発表しました．
そしてそれには次の２日ؒにわたる໺֎観察と実ݧのプロ
グラムによってώントが与えられました．

�� ϓϩάラϜ
　1日目は٢໺川の中流域にあるڦ୩・大歩ڦةからスター
トしました．ここは有名なܠউ地で༡ཡ船もあります．泥
質ย岩や砂質ย岩が露出し，ԕくには地す΂り地形をར༻
した集མを望むことができました．詳しく見ると，もろい
泥質ย岩と砂質ย岩で地形がҟなることがわかります．そ
して༡ཡ船からは変成岩のಠ特の໛様が観察できました．
　次に山城町川口の٢໺川河川ෑにҠ動し，様々な結থย
岩の᛽を観察し，࠾取しました．これはこの後に޲かうࢌ
，ࡍ山຺からの支川からの᛽とのൺֱにも໾立ちます．実ذ
この場所ではほぼ全ての᛽が٢໺川の上流部を઎めている
結থย岩です．前ड़した砂質ย岩や泥質ย岩の他，྘઱や
かな苦మ質ย岩やピンク৭のߚ࿄石ย岩も᛽には入ってい
ます．結থย岩にはಠ特の໛様やണがれやすい構造にىҼ
するፏ平な形があります．また長ڑ཭流れてきた᛽はؙみ
をଳびているのが観察できます．
　次に஑田ބ水ެࡍԂの٢໺川河川ෑにҠ動しました．こ
こでは四国山地から流れ出てきた結থย岩᛽の他，北にあ
るذࢌ山຺を構成する砂岩や泥岩の᛽も混じります．これ
らの砂岩や泥岩はすぐ近ྡの斜面からڅڙされているため
に形が֯ுっています．この次に๚れたസ蔵近ྡެԂの٢
໺川支流・҂苦୩川河川ෑでは，ほぼ全てがذࢌ山຺から
来た砂岩や泥岩です．結থย岩はذࢌ山຺ݯىの᛽には無
いことがわかります．
　一方で໺֎観察の中では長୩川修一実行委員長から重要
なサンプルも提ڙされました．それはذࢌ山຺の北側，つ
まり߳川県側の᛽です．ここにはذࢌ山຺の᛽のみならͣ，
カラフルな結থย岩も混じっているのです．
　２日目は٢໺川の۶ۂ点や地す΂り集མを望む॓ധ地と
なったウマバ・スクールίテージ周辺のࡦࢄから始まりま
した．子ڙたちにどんどん༯ոたち（講師）からナκのώ
ントが与えられてきます．
　そして，次に実ݧが紹介され，子ڙたちもࣗら実施しま
した．それらの実ݧはஅ層運動を࠶現する砂山の実ݧ，砂
山にৼ動を発生させて地す΂りを発生させる実ݧ，きなค
とย܀คを༻いた斜面に水を噴き，୩を形成する実ݧです．
どれも見事にࣗ然のプロηスと૬似した実ݧです．
　この他にも１日目の夜や２日目には్中，地਒や地す΂
りに関する講義も行われました．これらの実ݧや講義を௨
じて思ߟを޿げ，いよいよ子ڙたちはなぞを解き明かす発

地਒Րࢁ地࣭
͜Ͳ΋αϚースΫーϧ
JO​٢໺઒　開催報告

ਅ݋ͳ໘࣋ͪͰՏݪの石Λ͢ڀݚΔࢀՃ者
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表の準උとなりました．
　最後の発表では実行委員長，３学会からの講師の他，三
市教ҭ長も参加し，̐νームのそれぞれの発޷市長，三޷
表の後に質疑応答が行われました．どのνームも୹時ؒに
も関わらͣ素੖らしい発表を行いました．そして，ด会式
では認定ূの授与があり，記೦写真を撮影してऴྃしまし
た．

202�年度の地਒Րࢁ地࣭͜Ͳ΋αϚースΫーϧ開催地ީิืू

　地਒火山地質こどもサマースクールは，1999年Նから小・中・ߍߴ生を対৅にはじまった行事で，現在，日本地਒
学会，日本火山学会，日本地質学会が共同で実施する，地球科学関࿈では最大ن໛の体ݧ学श講࠲です．現在，2027
年度の実施をر望する開催地をެ募中です．

ʲ応募資֨ʳ
・地਒火山地質こどもサマースクールのओࢫにࢍ同し，現地事務局をઃஔできる団体．なお応募が࠾୒されたのち，

三学会（地਒・火山・地質学会）のスタッフと現地事務局で実行委員会を結成し，この実行委員会がサマースクー
ルを実施します．

・現地学ߍのՆ休み期ؒ中に1ധ2日ຢは2日日程の௨い形式の日程（౔日が望ましい）でサマースクールを実施できる
こと．

・こどもとスタッフの॓ധにڙすることができる॓ധ施ઃを֬อ可能なことが望ましい．
ʲืूظ間ʳ2025年2月13日（木）·Ͱ
ʲ申込方法ʳඞਢ事߲をઐ༻の༻ࢴ（)Pからμウンロード（WoSEフΝイル））に記入の上，地਒学会事務局にメールま

たは郵送にて申し込む．
ʲ選ߟ結果の௨知 ：r３月末ࠒに，郵送およびメールにて࠾༻かෆ࠾༻かを࿈བྷします．
応募の詳ࢴ༺，ࡉμウンロードは，https:��koEomoss.jp�applications�より．

本݅に関する࿈བྷ先
ެӹ社団法人日本地਒学会・ී及行事委員会
〒330-0845　埼玉県さいたま市大宮区஥町2-80-1 ,4・Di0 205
E-mail：zisin@tokyo.email.ne.jp
電話：048-782-9243

�� おΘりに
　地਒火山地質こどもサマースクールは，参加者のओ体的
な学शをଅすことを目的としており，講師とίーσィωー
ターの૒方޲のίミϡニケーションを重ࢹしています．ච
者ࣗ਎，講師として初めて参加しましたが，最後まで特定
の答えを示すこと無く，子ڙたちにߟえさせるという一؏
した࢟੎には大変ڻきました．一方で，その学श効果は大
変大きいと感じました．2025年度は木ીޚባ山周辺で開催
予定です．今回の知見や൓ল点を活かし，҆全で実りある
サマースクールになることを期待します．
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長୩઒　୎（金沢大学）

　日本地質学会の皆様，こんにちは．本
年から本学会の公式英文誌であるIsland
Arcの編集長（EIC）を担当することとな
りました．Island Arcは島弧およびその
周辺域で生じる特有な地質現象はもちろ
んのこと，大陸縁辺域や海洋における地質記録に関する公
表の場として1992年以降，日本そしてアジアの地質学を牽
引する雑誌としての役割を果たしてきました．
　私の最初の英語論文は1993年のIsland Arc第2巻に公表さ
れたもので，博士課程の2年生の際に執筆したものです．当
該論文はその後の私の研究活動の出発点となり，あの論文
がなければ今の研究者としての自分の地位はなかったので
はないかと振り返ると，日本に編集拠点を置き，かつ
Impact Factorを持つ英文誌の役割は極めて大きいことに改
めて気づかされます．ここまでIsland Arcを育ててくださ
った先輩編集長諸氏に敬意を表するとともに，今後4年間に
与えられた重責に身が引き締まる思いを感じております．
　本学会の宝物ともいえるIsland Arcをさらに発展させる
ためには，学会員諸氏のご協力が不可欠です．我々研究者
の評価手段として，公表論文の数やそのIFが重視され，さ
らに副次的な指標が複数導入されています．それらの数値
を上げるため，我々編集長も様々な努力をしていきたいと
考えています．日本人がリーダーシップをとるIGCP, IODP
およびICDPなどの国際共同研究の成果を，特集として公表
に利用いただくような企画が考えられます．そのような機
会がありましたら，ぜひご相談ください．また近年は日本
各地に日本ジオパークが誕生し，その中にはユネスコ認定
の世界ジオパークを目指す地域も増えています．ジオパー
クの認定を受けるためには地域の盛り上がりと同時に，そ
の地域で国際的に評価される地質学・地形学等の研究活動
が活発に行われている必要があります．その証左としての
国際論文の公表先として，Island Arcは最適ではないでし
ょうか．
　優秀な論文には「日本地質学会論文賞」ならびに「日本
地質学会研究奨励賞」が授与されますので，若手研究者の
キャリアアップには特に有用です．ご自身の成果はもちろ
んですが，学生を指導する立場の方であれば初めての英文
投稿先としてぜひIsland Arcをお勧めいただけるようご検
討・ご指導お願いします．
　以上のように若手育成，会員の研究成果を国際的に公表
する場の提供，そして日本の地質科学の国際的認知向上を
柱として，Island Arcを日本地質学会の学会誌としてはも
ちろんのこと，一流英文誌としてさらなる充実を図ってい
く所存であります．皆様のご協力を賜りますようお願いい
たします．

Island Arc編集委員長就任にあたって

༞࢘（千葉大学）ࢁࢢ

　このたび，狩野彰宏氏と辻森　樹氏の
後を引き継ぎ，2025年よりIsland Arcの
編集長を長谷川　卓氏とともに務めるこ
ととなりました．辻森氏から編集長職の
引き継ぎの話を受けた際には，少なから
ず戸惑いを覚えましたが，地質学会をはじめとする日本の
地球科学研究コミュニティーに貢献できる機会であると考
え，引き受ける決意をいたしました．Island Arcの編集長
という重責を担うにあたり，微力ではありますが，誠心誠
意取り組んでまいります．
　前任の編集長のもとでは，Island Arcにいくつかの大き
な改革がありました．その中でも特筆すべき点は，編集プ
ロセスの迅速化です．これにより投稿から受理までの日数
が以前と比べて大幅に短縮されています．また，投稿料を
必要とする他の地球科学系の国産国際誌とは異なり，
Island Arcではオープンアクセスを除き，出版にかかる費
用負担がありません．さらに，所属機関とWileyとの間で
契約を結んでいれば，オープンアクセス費用の免除あるい
は部分支援を受けることが可能な場合もあります．このよ
うな点から，Island Arcは特に学生や若手研究者にとって，
研究成果を発表する絶好の場を提供していると考えていま
す．
　Clarivate Analyticsによるジャーナル・インパクト・フ
ァクター（JIF）は，2019年から2022年にかけて比較的高い
水準を維持しており，特に2020年には2.442を記録しました．
しかし，2023年にはJIFが1.0まで減少してしまいました．
この減少は，2023年におけるJIF 算出方法の変更が一因と
考えられます．また，Island Arcのように採録数の少ない
雑誌では，JIFのような学術雑誌の評価指標値が変動しやす
いことも事実です．いずれにせよ，会員の皆様には引き続
き，インパクトの高い研究成果をIsland Arcへ積極的に投
稿いただくようお願い申し上げます．また，Island Arcに
掲載された論文も積極的に引用していただければ幸いです．
　日本の地球科学の成果が適切な国際的評価を受けるため
には，日本人が中心となって運営する国産国際誌の存在が
極めて重要であると考えています．Island Arcのさらなる
充実と国際的地位の向上を目指して尽力してまいります．

Islands Arcは，学会ホームページから会員ログインす
ると全文がオンラインで無料閲覧できます．是非ご覧下
さい．（Island Arc編集委員会）
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明らかにした．（1）一部に欠೗はあるものの一定の変形パ
ターンを示す，（2）地層ະݻ結時にできた，層理面に平行
な৳長および୹ॖを示す変形構造が混在する，（3）全体に
見られる۵ࡅ؏入岩は，分布や੾அ関係から地層のະݻ結
変形と同時期に形成したことを示す，（4）調査地域全体で
௥੻できるஅ層で੾られる，（5）変形構造から推定した乱
堆積層のҠ動方޲は，周囲の地層が示すݹ流޲と平行であ
る．これらの特徴から，乱堆積層はմ状運ൖ堆積物（mass- 
tSanspoSt Eeposits）であるとߟえた．また，岩૬や変形の
特徴は，その運動様式がスライドとスランプであったこと
を示す．

愛媛県東温市滑川渓谷の中部中新統石鎚層群高
野層と初期の石鎚火成活動

成田佳南
 宮本真Ѫ
 ೇڮ　直
 ୩　݈一郎
 下岡和໵
ڮߴ 
ढ़郎
 ᴡ藤　఩
https:��Eoi.oSg�10.5575�geosoc.2024.0031
四国北੢部に分布する石௦層群は，日本
海の֦大と関࿈して生じた中期中新ੈの
火成活動により形成され，この੢南日本
弧における一大事݅に関する情報を提ڙ
するとߟえられるが，同層群を形成した
火成活動の初期の様子はよくわかっていなかった．そこで
本研究では，Ѫඤ県東Թ市׈川ܢ୩を調査地域として，同
層群最下部を構成するߴ໺層の調査をおこなった．調査地
域のߴ໺層は，基底部の᛽岩をআきす΂て௯ᒙ石を൐う火
山۵ࡅ岩ྨからなる．下部は༹結した火山᛽ڽփ岩で，そ
の上位に઴Ҡ部を挟んでߴԹ石ӳを多く含む結থ質ڽփ岩
からなる上部が重なる．全岩および௯ᒙ石の化学૊成分ੳ
によれば，同層は૊成のҟなる少なくとも2छྨの流໲岩質
マグマとより苦మ質なマグマがॱに活動し形成されたとߟ
えられる．その後小休ࢭをܦて，҆山岩質なࠇ৿ಕ層の形
成が始まった．6rPb年代によれば，これらす΂ては14.5 
Maࠒの୹期ؒにىこった．

関東平野中央部における更新統下総層群の岩相
層序区分とテフラの斜交

ถ岡佳໻

田݈太郎ࡔ  中ཬ༟ਉ
 中澤　౒
https:��Eoi.oSg�10.5575�geosoc.2024.0028
5he boSehole coSe 	(4-,M-1
 Xas 
collecteE at ,itamoto City
 4aitama 
PSeGectVSe
 centSal ,anto Plain to 
inWestigate stSatigSaphy anE Gacies 
EistSibVtion oG the Pleistocene 4himosa 
(SoVp in the sha l loX sVbsVSGace o G  the 5okyo 
metSopolitan aSea. A cVmmingtonite-Sich tephSa layeS Xas 
GoVnE at the top oG :abV FoSmation maSine Gacies. 5his 
tephSa layeS is inteScalateE in the miEEle paSt oG the :abV 
FoSmation
 coSSesponEing to the sea-leWel highstanE oG 
M*4 9
 at 6SaXa to the soVth oG ,itamoto anE in the 
teSSestSial mVEEy Gacies oG the ,amiizVmi FoSmation
 
Xhich conGoSmably oWeSlies the :abV FoSmation
 at (yoEa 
to the noSth oG ,itamoto. 5his sVggests that the 
teSSestSial mVEEy Gacies oG the ,amiizVmi FoSmation 
XeSe EepositeE EVSing the late-M*4 9 maSine SegSession. 
*t shoVlE be noteE that lithostSatigSaphic Vnits anE the 
time plains obliRVely inteSsect Xhen coSSelating each 
GoSmation oG the 4himosa (SoVp oWeS a XiEe aSea.

断層幾何学，複合面構造，応力逆解析から推定
した断層の運動像：2011年福島県浜通りの地震
で活動した湯ノ岳断層の例

ञ井　ږ
https:��Eoi.oSg�10.5575�geosoc.2024.0032
அ層ഁࡅଳには多様な࢟੎のႩஅ面が形
成されている．それらの周囲に発ୡした
ෳ合面構造から֤Ⴉஅ面のႩஅηンスを
推定できるが，それらが同じ活動ステー
ジ（応ྗ）で形成されたものか൱かは識
ผができない．本研究ではこの՝୊を解決するために，அ
層ز何学，ෳ合面構造の観察，応ྗٯ解ੳを૊み合わせて，
౬ϊַஅ層の運動と応ྗのཤྺ解明をࢼみた．結果として
4tage *のਖ਼அ層系，4tage **のٯஅ層系，4tage ***のਖ਼அ
層系の3つの運動ステージが෮元され，先行研究と੔合的な
結果が得られた．また，ҟなる地点のഁࡅଳの観察・解ੳ
から推定した運動ステージ（応ྗ）にはྨ似性があり，அ
層ओ部から୺部にかけてݧܦした運動ステージ（応ྗ）が
少なくなる޲܏が見られた．これらの成果は，ഁࡅଳには
過ڈの運動による構造がอ࣋されており，本ख法のద༻に
よってஅ層の運動と応ྗのཤྺを෮元し，ൺֱ検౼が可能
なことを意味する．

秋田県北部，竜ヶ森花崗岩類のジルコンU–Pb
年代

福山ຨ子
 小笠原ਖ਼ܧ
https:��Eoi.oSg�10.5575�geosoc.2024.0029
ळ田県北部のཽϲ৿Ֆቋ岩ྨはݹ期と新
期のՖቋ岩ྨが分布し，ݹ期ཽϲ৿Ֆቋ
岩ྨの形成年代は白ѥلまたは中新ੈと
する議࿦がある．本研究においてLA-
*CP-M4によるジルίン6rPb年代ଌ定を
実施した結果，ݹ期ཽϲ৿Ֆቋ岩ྨは21.9ʶ0.2 Maと21.2ʶ
0.2 Ma，新期ཽϲ৿Ֆቋ岩ྨは9.45ʶ0.1 Maという年代஋
が得られ，ཽϲ৿地域における火成活動࢙が明らかとなっ
た．ै来，新期ཽϲ৿Ֆቋ岩ྨに区分されていたཽϲ৿南
੢部に産するൗ状Ֆቋ岩は，その年代஋からݹ期ཽϲ৿Ֆ
ቋ岩ྨであることが明らかとなり，新期ཽϲ৿Ֆቋ岩ྨの
分布はཽϲ৿東部にݶ定される．

高知県室戸半島に露出する古第三系室戸層に見
られる乱堆積層

দ元޲子
 藤内 ஐ࢜
https:��Eoi.oSg�10.5575�geosoc.2024.0026
第三ݹ半島行当岬に露出するށ知県室ߴ
系室ށ層について，岩૬分布ਤとப状ਤ
を࡞成し，岩૬と変形を記載した．その
結果，全層厚の約40�を઎める9つの乱
堆積層を認め，以下の特徴を࣋つことを

地質学ࢽࡶは，2022年（128ר）からは׬全電子化とな
りました．会員の皆様に，ެ開されている新しい࿦จ
をご紹介します．ぜひJ-45A(E上で本࿦จをӾཡして
ください．2Rίードからも֤原ߘにアクηスして௖け
ます．
https:��XXX.jstage.jst.go.jp�bSoXse�geosoc�-chaS�ja

新しい論文が公開されています

論 説

論 説

論 説

論 説

レター
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☆関東支部

案内

2025年度関東支部総会・講演会開催のお知らせ​

　関東支部では，下記のように支部総会および講演会をハイブ
リッド形式（会場＋zoom会議）で開催いたします．
　支部総会に先立って行われる講演会（共催：一般社団法人関
東地質調査業協会）は，非会員の方も参加可能です．ぜひ皆様
お誘い合わせの上ご来臨くださいますようご案内申し上げま
す．総会及び講演会の参加申込フォーム・議案書・予算案など
は3月下旬ごろに支部Webサイトに掲載する予定です．
　総会を欠席される関東支部会員の方は議決権行使書フォーム

（3月末に関東支部のWebサイトと支部MLにてお知らせします）
もしくは委任状のご提出をお願いします． 

日時：2025年4月12日（土）14:00-16:45（13:30から講演会受付
開始）
場所：北とぴあ第2研修室．JR京浜東北線王子駅北口徒歩3分；

東京メトロ南北線王子駅5番出口直結；東京さくらトラ
ム（都電荒川線）王子駅前徒歩5分．

＜プログラム＞
13:30　受付開始 （ハイブリッド形式；CPD1.5単位取得可）
14:00-15:30　講演会
共催：一般社団法人日本地質学会関東支部・一般社団法人関東

地質調査業協会
講師：山口飛鳥氏（東京大学大気海洋研究所）「潜水船・水中

ドローンによる島弧-海溝系の海底露頭観察」
15:30-15:40　 質疑応答
15:40-15:50　 休憩（講演会のみに参加の方はご退室）
15:50-16:45　 関東支部総会
　　　　　　支部功労賞授与式
　　　　　　議長選出
　　　　　　議案審議　第1号議案　2024年度活動報告・決算

報告
　　　　　　　　　　　第2号議案　2025年度活動計画
　　　　　　　　　　　第3号議案　2025年度予算案

委任状送付方法：下記の3つの方法があります．
１．2025年度委任状フォーム：３月下旬に支部Webサイトに掲
載予定．
２．郵送またはFAX：下記にお送りください（4月10日（木）

必着）．
　　　〒101-0032　東京都千代田区岩本町2-8-15　井桁ビル6F
　　　日本地質学会事務局気付　関東支部事務局
　　　FAX：03-5823-1156
３．E-mailによる送付の場合：関東支部のメールアドレス

（kanto@geosociety.jp）へ下記の内容の委任状をご送付下
さい（4月11日（金）17時締切）

問い合わせ先：関東支部幹事長 加藤 潔（駒澤大学）
電話：090-1705-7516
Eメール：kiyoshi.katoh@gmail.com

2025 年 4 月 12 日（土）開催の日本地質学会関東支部総会に出席できませんので，当日一切の議決権を

君（又は，議長）に委任します（空欄の場合は議長とします）．

2025 年　　　月　　　日
住　　所：
会員氏名：

☆関東支部

報告

講演会「県の石－東京都の岩石・鉱物・化石－」　
開催報告

　日本地質学会は，全国47都道府県の特徴的な岩石・鉱物・化
石について「県の石」として選定し，2016年5月10日（地質の
日）に発表しました．関東支部では，関東地方の県の石の講演
会を，神奈川県（オンラインにて，2022年3月5日），茨城県（オ
ンラインにて，2023年1月22日），埼玉県（埼玉県博にてハイブ
リッド，2023年7月8日），千葉県（千葉県博にてハイブリッド，
2024年1月14日）と実施してきました.今回はその第5弾として，

東京都の石をハイブリッド方式で2024年11月10日（日），早稲
田大学早稲田キャンパスで開催しました.現地会場では東京都
の岩石である無人岩（ボニナイト）と化石のトウキョウホタテ
のミニ展示も行いました.トウキョウホタテの化石は早稲田大
学の所蔵，無人岩は神奈川県博の標本をお借りしました. 
　募集定員は現地100名，オンラインは100名とし，現地32名，
オンライン43名，合計75名の参加がありました.CPD単位取得
者（2.5単位）は24名でした.会員非会員の割合は，約57％が会
員，参加者の属性は地質技術者が37％と最も多く，次いで一
般・その他33％，大学等の研究者17％，学生・生徒13％でした
.学生・生徒の多くは現地参加で，会場には若い人が目立ちまし
た.
　東京都の岩石（無人岩）と鉱物（単斜エンスタタイト）は，

『東京都の石と鉱物　-小笠原諸島の無人岩とその地質学的意義-』
というタイトルで，産業技術総合研究所の石塚 治氏が講演を
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図1．石塚　治氏

図4.トウキョウホタテの化石（左）と無人岩（右）（会場展示）

図2．守屋和佳氏 図3．会場の様子

行いました.講演では，無人岩を含むマントルから島弧火山噴出
物に至る層序が小笠原諸島の海底調査より明らかになった事，
その結果，太平洋プレートがフィリピン海プレートの下への沈
み込みを開始し，伊豆小笠原弧が形成される過程で無人岩の活
動があった事，現在の南太平洋のトンガ北方の海底で無人岩の
活動があり，無人岩活動期（約4800～4600万年前）の小笠原と
似た状況が推定される事などの紹介がありました。
　東京都の化石（トウキョウホタテ）は，『東京都の化石「ト
ウキョウホタテ」と早稲田大学』というタイトルで，早稲田大
学の守屋和佳氏が講演を行いました．学名の付け方や氷河性海
水準変動と海洋酸素同位体の関係など基礎的な内容を織り込み
ながら，トウキョウホタテが見出される時代および分布の変遷，
記載者である早稲田大学教授で第20代日本地質学会会長である

徳永重康の研究活動の紹介がありました。また，早稲田大学に
所蔵されていた化石の多くが戦火で焼失したことにも触れまし
た。
　アンケートは回収が30でした．講演内容，運営に関して90％
の方から評価4（5段階評価）以上をいただきました．また，申
込みから当日までの運営に関しては評価3と評価5がそれぞれ37
％という結果でした. 良かった点としては「堅苦しすぎない雰
囲気だった」，「岩石や化石の実物の展示」，「オンライン開催」，

「非常に詳しくわかりやすく解説いただいたこと」など，また
いまいちだった点としては「現地会場の入り口が分かりづらか
った」，「鉱物の方は知識が少なかったため理解しにくいところ
があった」，「資料はパワポだと良かった」，「オンライン画面が
初めのころ見づらかった」などでした.今後の日本地質学会関東
支部に期待する講演会，シンポジウム，見学会等については

「微化石について」，「秩父や房総、関東ロームなど、基本に立
ち返って観察してみたい」，「東京都内の巡検があれば参加しや
すい」など，関東支部に対するご意見ご要望については「内容
の難易度がわかるようにしてもらえると良い」，「ウォークイベ
ントはもっと頻繁にやってほしい」などの意見をいただきまし
た．
　来年度以降は栃木県および群馬県の「県の石」講演会を開催
する予定です．

（箱根ジオパーク推進室　笠間友博）

第15回惑星地球フォトコンテスト入選作品
「未来に残したい惑星地球の情景」

写真：水口和史（福岡県）

撮影場所：宮崎県　宮崎市　内海海岸　イルカ岬

撮影者より：鬼の洗濯岩で有名な宮崎市の青島周辺から日南海岸にかけては浸食で変わった表情をした海岸が見られま
すがここも同じく海岸岩が長い年月をかけて波に浸食されて惑星の表面ような岩の表情となったのではと思います．ほ
ぼ暗い夜に撮影した場所は偶然にも宇宙人の顔みたいな岩があったり面白いうねりをした岩の表情があったりと宇宙の
惑星に来たような感じでした．

審査委員長講評：最初見た時には，何処で何を撮ったのか頭が混乱しました．解説を読むと鬼の洗濯板のある青島のす
ぐ近くということですが，どのような堆積物がどのよう に侵食されるのかこんな地表が現れるのか興味津々です．右
側からのライティングが効果的でした．（審査委員長　白尾元理）

地質解説：宮崎県の日南海岸沿いには，新第三系宮崎層群青島層の砂岩泥岩互層が分布します．この互層は前孤海盆の
半深海域にもたらされた混濁流による砂岩とバックグラウンドとして堆積した泥岩からなります．青島層にはしばしば
厚い砂岩層が挟まれていますが，いるか岬のものは特に厚く，ケスタ地形をなします．これらの厚い砂岩は無構造であ
ることが多いですが，様々なサイズや形態からなるタフォニや節理に沿った風化が認められます．（石原与四郎：福岡
大学理学部地球圏科学科）

表紙紹介
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）

＊
入

金
（
　

　
　

　
　

　
　

年
　

　
　

　
　

月
　

　
　

　
　

日
）

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
振

替
 ・

 現
金

 ・
 銀

行
 ・

 他
＊

送
本

（
　

　
　

　
　

　
　

巻
　

　
　

　
　

　
　

号
）

会会
員員

情情
報報

にに
つつ

いい
てて

：
在

会
者

に
限

定
し

，
W

eb
版

の
会

員
管

理
シ

ス
テ

ム
に

て
会

員
情

報
の

検
索

・
閲

覧
を

す
る

こ
と

が
で

き
ま

す
．

氏
名

・
所

属
先

は
掲

載
必

須
項

目
で

す
．

下
記

の
項

目
に

つ
い

て
掲掲

載載
をを

拒拒
否否

すす
るる

項項
目目

にに
はは

  □□
  にに

チチ
ェェ

ッッ
クク

をを
付付

けけ
てて

くく
だだ

ささ
いい

（（
チチ

ェェ
ッッ

クク
がが

無無
いい

項項
目目

はは
掲掲

載載
承承

諾諾
いい

たた
だだ

いい
たた

もも
のの

とと
しし

まま
すす

））
．

 
□

 最
終

学
歴

　
　

□
 所

属
先

学
科

名
・
部

課
名

（
掲

載
不

可
の

場
合

は
「
○

○
大

学
○

○
学

部
」
，

「
㈱

△
△

△
△

社
」
ま

で
を

必
須

項
目

と
し

て
掲

載
）

　
　

□
 所

属
先

住
所

　
　

□
 所

属
先

電
話

・
FA

X番
号

　
　

□
 自

宅
住

所
　

　
□

 自
宅

電
話

・
FA

X番
号

　
　

□
 e

-m
ai

l A
dd

re
ss

紹
介

者
名

（
正

会
員

）
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

印

( (学学
生生

のの
かか

たた
))

希希
望望

すす
るる

会会
費費

額額
をを

選選
択択

しし
てて

下下
ささ

いい
．．

パパ
ッッ

クク
制制

会会
費費

選選
択択

者者
はは

，，
該該

当当
すす

るる
パパ

ッッ
クク

制制
会会

費費
額額

をを
一一

括括
納納

入入
しし

てて
下下

ささ
いい

．．

 □
　

5,
00

0円
(初

年
度

の
み

) 
／

 □
　

2年
パ

ッ
ク

：
8,

00
0円

（
初

年
度

・
次

年
度

）
 ／

 □
 3

年
パ

ッ
ク

：
9,

00
0円

（
初

年
度

・
次

年
度

・
次

次
年

度
）

　
現

在
，

下
記

の
1
4
の

専
門

部
会

が
あ

り
活

動
し

て
い

ま
す

．
専

門
部

会
に

参
加

ご
希

望
の

方
は

登
録

を
お

願
い

し
ま

す
．

所
属

希
望

の
部

会
を

３
つ

ま
で

選
択

す
る

こ
と

が
で

き
ま

す
．

（
該

当
す

る
項

目
に

○
印

を
付

け
て

下
さ

い
）

　
　

１
．

地
域

地
質

　
　

２
．

層
序

　
　

３
．

堆
積

地
質

　
　

４
．

海
洋

地
質

　
　

５
．

構
造

地
質

　
　

６
．

岩
石

　
　

７
．

火
山

　
　

８
．

応
用

地
質

　
　

９
．

環
境

地
質

　
　

1
0
．

情
報

地
質

　
　

 1
1
．

古
生

物
　

　
1
2
．

第
四

紀
地

質
　

　
1
3
．

環
境

変
動

史
　

1
4
．

鉱
物

資
源

専専
門門

部部
会会

のの
選選

択択
(任任

意意
)

　
　

１
．

層
位

　
　

２
．

堆
積

・
堆

積
岩

　
　

３
．

古
生

物
　

　
４
．

構
造

地
質

　
　

５
．

火
山

・
火

山
岩

　
　

６
．

深
成

岩
　

　
７

．
変

成
岩

　
　

８
．

鉱
床

地
質

（
金

属
・
非

金
属

）
  
　

９
．

鉱
床

　
　

1
0
．

鉱
物

　
　

1
1
．

燃
料

地
質

　
　

1
2
．

地
熱

　
　

1
3
．

第
四

紀
　

　
1
4
．

環
境

地
質

　
　

1
5
．

都
市

地
質

　
　

1
6
．

土
木

地
質

　
　

1
7
．

土
質

工
学

　
　

1
8
．

水
文

地
質

　
　

1
9
．

探
査

地
質

　
　

2
0
．

土
木

工
学

　
　

2
1
．

情
報

地
質

　
　

2
2
．

地
震

地
質

　
　

2
3
．

海
洋

地
質

　
　

2
4
．

地
球

物
理

　
　

2
5
．

地
球

化
学

　
　

2
6
．

地
質

年
代

学
　

　
2
7
．

地
理

　
　

2
8
．

地
学

教
育

　
　

2
9
．

考
古

学
　

　
3
0
．

そ
の

他
　

　
4
0
．

地
球

惑
星

興 興
味味

専専
門門

分分
野野

のの
選選

択択
((任任

意意
))　

あ
な

た
の

興
味

専
門

分
野

を
教

え
て

く
だ

さ
い

．
３

つ
ま

で
選

択
す

る
こ

と
が

で
き

ま
す

．
 （

該
当

す
る

項
目

に
○

印
を

付
け

て
下

さ
い

）

　
入

会
に

は
正

会
員

1
名

の
紹

介
が

必
要

で
す

．
近

く
に

紹
介

者
と

な
る

べ
き

会
員

が
い

な
い

場
合

は
そ

の
旨

お
申

し
出

く
だ

さ
い

．
ま

た
，

初
年

度
の

会
費

は
申

込
書

郵
送

時
か

ら
時

間
の

間
隔

を
お

か
ず

に
下

記
送

金
先

へ
速

や
か

に
ご

送
金

く
だ

さ
い

．
会

員
と

し
て

の
正

式
登

録
は

，
入

会
承

認
後

，
初

年
度

会
費

の
入

金
を

確
認

し
た

上
で

行
い

，
N

ew
s誌

の
送

付
（
4
月

号
か

ら
）
を

開
始

い
た

し
ま

す
．

申
込

書
郵

送
先

：

学
会

費
送

金
先

：

会
費

年
額

：

□
 正

　
会

　
員

　
（
□

 一
般

　
　

□
 シ

ニ
ア

 　
 □

 学
生

)
□

 ジ
ュ

ニ
ア

会
員

　
　

　
　

　
　

　
　

※
1
：
シ

ニ
ア

会
員

は
，

入
会

年
度

の
4
月

1
日

時
点

で
6
5
歳

以
上

の
か

た
を

対
象

と
し

ま
す

(4
/
2
以

降
に

6
5
歳

に
な

る
方

は
次

年
度

か
ら

シ
ニ

ア
会

員
と

な
り

ま
す

)．

学
生
証
の
写
しを

ここ
へ
貼
付

『学
生
会
員
』入

会
希
望
者
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　〒550-0014　大阪府大阪市西区北堀江3－6－11

不備返却先
　三井住友カード株式会社
　Sライン口座振替係

（金融機関へのお願い）

－預金口座振替規定－　※ゆうちょ銀行払いは除く。

ゆうちょ銀行をご指定の場合は自動払込み規定が適用されます。

法人の場合は、ゆうちょ銀行へお届けの社名、代表者　役名、氏名を省略せずご記入ください。

ゆ
う
ち
ょ
銀
行

ゆ
う
ち
ょ
銀
行
以
外
の
銀
行

ゆうちょ銀行
お 届 け 印

お届け印（捨印）
ゆうちょ銀行を除く

振替日
（払込日）

記号（6桁目がある場合は※欄にご記入下さい）

ゆうちょ銀行以外の銀行またはゆうちょ銀行のどちらか一方に記入して下さい。

（金融機関用）

三井住友カード株式会社
（旧SMBCファイナンスサービス）

三井住友カード

取
扱

店 日

附
印

※

三井住友カード株式会社

三井住友カード株式会社

令和　　年　　月　　日
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